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田中高崎税務署長田中高崎税務署長

市川税理士会高崎支部長市川税理士会高崎支部長

７月
●７月10日
１　６月分源泉所得税・住民税の特別徴収

税額の納付（年２回納付の特例適用者
は１月から６月までの徴収分を７月
10日までに納付）

●７月16日
２　所得税の予定納税額の減額申請
●７月31日
３　所得税の予定納税額の納付（第１期

分）
４　５月決算法人の確定申告〈法人税・消

費税・地方消費税・法人事業税・（法
人事業所税）・法人住民税〉

５　２月、５月、８月、11月決算法人の
３月ごとの期間短縮に係る確定申告
〈消費税・地方消費税〉

６　法人・個人事業者の１月ごとの期間短
縮に係る確定申告〈消費税・地方消費
税〉

７　11月決算法人の中間申告〈法人税・
消費税・地方消費税・法人事業税・法
人住民税〉（半期分）

８　消費税の年税額が400万円超の２月、
８月、11月決算法人の３月ごとの中
間申告〈消費税・地方消費税〉

９　消費税の年税額が4,800万円超の４
月、５月決算法人を除く法人・個人事
業者の１月ごとの中間申告（３月決算
法人は２か月分）〈消費税・地方消費
税〉

●７月中において市町村の条例で定める日
10　固定資産税（都市計画税）の第２期分

の納付

※　税理士法施行68周年
　　昭和26年６月15日公布
　　昭和26年７月15日施行

●８月13日
１　７月分源泉所得税・住民税の特別徴収

税額の納付
●９月２日
２　６月決算法人の確定申告〈法人税・消

費税・地方消費税・法人事業税・（法
人事業所税）・法人住民税〉

３　３月、６月、９月、12月決算法人・
個人事業者の３月ごとの期間短縮に係
る確定申告〈消費税・地方消費税〉

４　法人・個人事業者の１月ごとの期間短
縮に係る確定申告〈消費税・地方消費
税〉

５　12月決算法人の中間申告〈法人税・
消費税・地方消費税・法人事業税・法
人住民税〉（半期分）

６　消費税の年税額が400万円超の３月、
９月、12月決算法人・個人事業者の
３月ごとの中間申告〈消費税・地方消
費税〉

７　消費税の年税額が4,800万円超の５
月、６月決算法人を除く法人・個人事
業者の１月ごとの中間申告（４月決算
法人は２か月分）〈消費税・地方消費
税〉

８　個人事業者の消費税・地方消費税の中
間申告

●８月中において都道府県の条例で定める日
９　個人事業税の納付（第１期分）
●８月中において市町村の条例で定める日
10　個人の道府県民税及び市町村民税の納

付（第２期分）

８月 ９月
●９月10日
１　８月分源泉所得税・住民税の特別徴収

税額の納付
●９月30日
２　７月決算法人の確定申告〈法人税・消

費税・地方消費税・法人事業税・（法
人事業所税）・法人住民税〉

３　１月、４月、７月、10月決算法人の
３月ごとの期間短縮に係る確定申告
〈消費税・地方消費税〉

４　法人・個人事業者の１月ごとの期間短
縮に係る確定申告〈消費税・地方消費
税〉

５　１月決算法人の中間申告〈法人税・消
費税・地方消費税・法人事業税・法人
住民税〉（半期分）

６　消費税の年税額が400万円超の１月、
４月、10月決算法人の３月ごとの中
間申告〈消費税・地方消費税〉

７　消費税の年税額が4,800万円超の６
月、７月決算法人を除く法人・個人事
業者の１月ごとの中間申告（５月決算
法人は２か月分）〈消費税・地方消費
税〉
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７月
●７月10日
１　６月分源泉所得税・住民税の特別徴収

税額の納付（年２回納付の特例適用者
は１月から６月までの徴収分を７月
10日までに納付）

●７月16日
２　所得税の予定納税額の減額申請
●７月31日
３　所得税の予定納税額の納付（第１期

分）
４　５月決算法人の確定申告〈法人税・消

費税・地方消費税・法人事業税・（法
人事業所税）・法人住民税〉

５　２月、５月、８月、11月決算法人の
３月ごとの期間短縮に係る確定申告
〈消費税・地方消費税〉

６　法人・個人事業者の１月ごとの期間短
縮に係る確定申告〈消費税・地方消費
税〉

７　11月決算法人の中間申告〈法人税・
消費税・地方消費税・法人事業税・法
人住民税〉（半期分）

８　消費税の年税額が400万円超の２月、
８月、11月決算法人の３月ごとの中
間申告〈消費税・地方消費税〉

９　消費税の年税額が4,800万円超の４
月、５月決算法人を除く法人・個人事
業者の１月ごとの中間申告（３月決算
法人は２か月分）〈消費税・地方消費
税〉

●７月中において市町村の条例で定める日
10　固定資産税（都市計画税）の第２期分

の納付

※　税理士法施行68周年
　　昭和26年６月15日公布
　　昭和26年７月15日施行

●８月13日
１　７月分源泉所得税・住民税の特別徴収

税額の納付
●９月２日
２　６月決算法人の確定申告〈法人税・消

費税・地方消費税・法人事業税・（法
人事業所税）・法人住民税〉

３　３月、６月、９月、12月決算法人・
個人事業者の３月ごとの期間短縮に係
る確定申告〈消費税・地方消費税〉

４　法人・個人事業者の１月ごとの期間短
縮に係る確定申告〈消費税・地方消費
税〉

５　12月決算法人の中間申告〈法人税・
消費税・地方消費税・法人事業税・法
人住民税〉（半期分）

６　消費税の年税額が400万円超の３月、
９月、12月決算法人・個人事業者の
３月ごとの中間申告〈消費税・地方消
費税〉
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８　個人事業者の消費税・地方消費税の中
間申告

●８月中において都道府県の条例で定める日
９　個人事業税の納付（第１期分）
●８月中において市町村の条例で定める日
10　個人の道府県民税及び市町村民税の納

付（第２期分）

８月 ９月
●９月10日
１　８月分源泉所得税・住民税の特別徴収

税額の納付
●９月30日
２　７月決算法人の確定申告〈法人税・消

費税・地方消費税・法人事業税・（法
人事業所税）・法人住民税〉

３　１月、４月、７月、10月決算法人の
３月ごとの期間短縮に係る確定申告
〈消費税・地方消費税〉

４　法人・個人事業者の１月ごとの期間短
縮に係る確定申告〈消費税・地方消費
税〉

５　１月決算法人の中間申告〈法人税・消
費税・地方消費税・法人事業税・法人
住民税〉（半期分）

６　消費税の年税額が400万円超の１月、
４月、10月決算法人の３月ごとの中
間申告〈消費税・地方消費税〉

７　消費税の年税額が4,800万円超の６
月、７月決算法人を除く法人・個人事
業者の１月ごとの中間申告（５月決算
法人は２か月分）〈消費税・地方消費
税〉



４法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３ ３法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３

貸借対照表 －平成３１年３月３１日現在－

当年度 前年度 増減科        目

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　普通預金

　前払金

　　　　流動資産合計

  ２．固定資産

    (1) 基本財産

定期預金

        基本財産合計

    (2) 特定資産

社会貢献活動引当資産

周年行事引当資産

退職給付引当資産

財政調整引当資産

地区会・部会引当資産

特定資産合計

    (3) その他固定資産

什器備品

電話加入権

保証金

        その他固定資産合計

        固定資産合計

        資産合計

Ⅱ　負債の部

  １．流動負債

預り金

        流動負債合計

  ２．固定負債

退職給付引当金

        固定負債合計

        負債合計

Ⅲ　正味財産の部

  １．基金

        基金

  ２．指定正味財産

        指定正味財産合計

  ３．一般正味財産

    (1)代替基金

    (2)その他一般正味財産

        一般正味財産合計

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）

        正味財産合計

        負債及び正味財産合計

5,694,972

9,594,047

15,289,019

7,000,000

7,000,000

700,825

4,567,064

6,111,497

5,000,000

3,887,042

20,266,428

145,717

155,784

2,299,000

2,600,501

29,866,929

45,155,948

478,433

478,433

6,111,497

6,111,497

6,589,930

0

0

0

38,566,018

38,566,018

(7,000,000)

(14,154,931)

38,566,018

45,155,948

6,609,496

9,179,212

15,788,708

7,000,000

7,000,000

700,765

4,566,677

5,611,021

5,000,000

4,087,627

19,966,090

193,373

155,784

2,299,000

2,648,157

29,614,247

45,402,955

460,023

460,023

5,611,021

5,611,021

6,071,044

0

0

0

39,331,911

39,331,911

(7,000,000)

(14,355,069)

39,331,911

45,402,955

△ 914,524

414,835

△ 499,689

0

0

60

387

500,476

0

△ 200,585

300,338

△ 47,656

0

0

△ 47,656

252,682

△ 247,007

18,410

18,410

500,476

500,476

518,886

0

0

0

△ 765,893

△ 765,893

(0)

(△200,138)

△ 765,893

△ 247,007

平成３０年度正味財産増減計算書
－平成 30年４月１日～平成 31年３月31日－

当年度 前年度 増減科        目

（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部 

 1.経常増減の部

 (1)経常収益

基本財産運用益

特定資産運用益

受取会費

事業収益

受取補助金等

受取負担金

雑収益

【経常収益計】

 (2)経常費用

事業費

（税の啓発活動事業）

（税務経営支援事業）

（地域社会貢献事業）

（会員増強事業)

（会員支援事業)

（地区会・部会支援事業)

（按分共通費用)

管理費

【経常費用計】

【当期経常増減額】

 2.経常外増減の部

 (1)経常外収益

【経常外収益計】

 (2)経常外費用

【経常外費用計】

【当期経常外増減額】

【当期一般正味財産増減額】

【一般正味財産期首残高】

【一般正味財産期末残高】

Ⅱ 指定正味財産増減の部

受取補助金等

一般正味財産への振替額

【当期指定正味財産増減額】

【指定正味財産期首残高】

【指定正味財産期末残高】

Ⅲ 正味財産期末残高

595

1,161

28,525,000

843,500

18,088,700

10,615,724

1,585,451

59,660,131

52,255,940

6,453,598

155,520

3,666,228

440,657

938,820

18,475,565

22,125,552

8,170,084

60,426,024

△ 765,893

0

0

0

0

0

△ 765,893

39,331,911

38,566,018

16,337,700

△ 16,337,700

0

0

0

38,566,018

595

939

29,053,000

854,000

17,895,077

10,396,930

1,318,505

59,519,046

49,873,615

6,880,417

155,520

3,332,534

457,689

801,876

16,729,263

21,516,316

8,206,369

58,079,984

1,439,062

0

0

0

0

0

1,439,062

37,892,849

39,331,911

15,924,800

△ 15,924,800

0

0

0

39,331,911

                 

0

222

△ 528,000

△ 10,500

193,623

218,794

266,946

141,085

2,382,325

△ 426,819

0

333,694

△ 17,032

136,944

1,746,302

609,236

△ 36,285

2,346,040

△ 2,204,955

0

0

0

0

0

△ 2,204,955

1,439,062

△ 765,893

412,900

△ 412,900

0

0

0

△ 765,893

総会概要報告

令和元年度収支予算書
－平成３１年４月１日～令和２年３月３１日－

当年度 前年度 増減科        目

（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部 

 1.経常増減の部

 (1)経常収益

基本財産運用益

特定資産運用益

受取会費

事業収益

受取補助金等

受取負担金

雑収益

【経常収益計】

 (2)経常費用

事業費

（税の啓発活動費）

（税務経営支援事業）

（地域社会貢献事業）

（会員増強事業)

（会員支援事業)

（地区会・部会支援事業)

（按分共通費用）

管理費

【経常費用計】

【当期経常増減額】

 2.経常外増減の部

 (1)経常外収益

【経常外収益計】

 (2)経常外費用

【経常外費用計】

【当期経常外増減額】

【当期一般正味財産増減額】

【一般正味財産期首残高】

【一般正味財産期末残高】

Ⅱ 指定正味財産増減の部

受取補助金等

一般正味財産への振替額

【当期指定正味財産増減額】

【指定正味財産期首残高】

【指定正味財産期末残高】

Ⅲ 正味財産期末残高

                 

                 

                 

5,000

5,000

29,400,000

890,000

18,907,600

11,100,000

1,260,000

61,567,600

55,442,900

7,600,000

160,000

3,830,000

480,000

740,000

19,430,000

23,202,900

8,617,100

64,060,000

△ 2,492,400

0

0

0

0

0

△ 2,492,400

38,566,018

36,073,618

17,058,700

△ 17,058,700

0

0

0

36,073,618

                 

                 

                 

5,000

5,000

29,600,000

890,000

17,905,700

11,770,000

1,260,000

61,435,700

57,392,700

7,338,000

160,000

4,040,000

420,000

660,000

22,320,000

22,454,700

8,505,300

65,898,000

△ 4,462,300

0

0

0

0

0

△ 4,462,300

39,331,911

34,869,611

16,337,700

△ 16,337,700

0

0

0

34,869,611

  

  

  

0

0

△ 200,000

0

1,001,900

△ 670,000

0

131,900

△ 1,949,800

262,000

0

△ 210,000

60,000

80,000

△ 2,890,000

748,200

111,800

△ 1,838,000

1,969,900

0

0

0

0

0

1,969,900

△ 765,893

1,204,007

721,000

△ 721,000

0

0

0

1,204,007

◎
役
員
功
労
者
表
彰（
９
名
）

市
川
励
一（
高
崎
）、大
野
育
夫

（
高
崎
）、須
郷
弘（
高
崎
）、竹

内
一
普
（
高
崎
）
、
本
木
忠
美

（
渋
川
）
、
大
森
隆
博
（
伊
香

保
）、牧
一
芳（
子
持
）、茂
木
眞

吉（
赤
城
）、松
尾
昭
彦（
吉
井
）

◎
組
織
充
実

　功
労
地
区
会
表
彰（
１
地
区
会
）

 

　

[

５
年
連
続
70
％
台
維
持]

伊
香
保
地
区
会

◎
会
員
増
強
目
標
達
成
賞

（
１
地
区
会
、１
支
部
）

高
崎
地
区
会
長
野
郷
支
部

子
持
地
区
会

◎
組
織
充
実
功
労
者
表
彰（
４
名
）

　

 [

２
年
連
続
３
社
以
上]

高
橋
正
光（
税
理
士
会
）

 

　

[

３
社
以
上]

新
井
久
男
（
高
崎
）
、
富
沢
好

隆（
高
崎
）、林
進（
高
崎
）

◎
厚
生
制
度

　推
進
功
労
者
感
謝
状（
８
名
）

佐
鳥
美
佐
江
（
大
同
生
命
）
、

関
口
千
夏
（
大
同
生
命
）
、
外

所
麗
子
（
大
同
生
命
）
、
北
川

友
美（
Ａ
Ｉ
Ｇ
）、木
幡
義（
Ａ

Ｉ
Ｇ
）
、
黒
澤
眞
里
子
（
ア
フ

ラ
ッ
ク
）
、
奈
良
田
泰
明
（
ア

フ
ラ
ッ
ク
）
、
福
田
貴
子
（
ア

フ
ラ
ッ
ク
）

◎
優
良
経
理
担
当
者
表
彰（
18
名
）

　

 [

特
別
表
彰]

金
澤
紗
恵
子
（
高
崎
）
、
加
藤

修
司（
高
崎
）、山
田
昌
一（
高

崎
）
、
芦
澤
努
（
高
崎
）
、
松
居

康
美（
高
崎
）、河
原
雅
博（
渋

川
）
、
小
林
治
子
（
渋
川
）
、
髙

橋
和
子（
群
馬
）

表
彰
・
感
謝
状

　
　

 

受
賞
者
紹
介

総会概要報告

　

[

一
般
表
彰]

大
竹
智
久
（
高
崎
）
、
玉
田
和

美（
高
崎
）、冨
永
有
佳
里（
高

崎
）
、
尾
澤
武
（
渋
川
）
、
岡
田

幸
恵（
安
中
）、土
肥
香
里（
安

中
）
、
阿
久
澤
康
子
（
榛
東
）
、

坂
庭
由
美
子
（
榛
東
）
、
橋
本

美
枝
子
（
倉
渕
）
、
鈴
木
由
香

里（
吉
井
）

（
地
区
会
別
・
五
〇
音
順
　
敬
称
略
）

高崎支店 027－363－4122
〒370-0841 高崎市栄町 16-11 高崎イーストタワー 13F

AFツール-2018-5408-1903006　11月16日



４法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３ ３法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３

貸借対照表 －平成３１年３月３１日現在－

当年度 前年度 増減科        目

（単位：円）

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　普通預金

　前払金

　　　　流動資産合計

  ２．固定資産

    (1) 基本財産

定期預金

        基本財産合計

    (2) 特定資産

社会貢献活動引当資産

周年行事引当資産

退職給付引当資産

財政調整引当資産

地区会・部会引当資産

特定資産合計

    (3) その他固定資産

什器備品

電話加入権

保証金

        その他固定資産合計

        固定資産合計

        資産合計

Ⅱ　負債の部

  １．流動負債

預り金

        流動負債合計

  ２．固定負債

退職給付引当金

        固定負債合計

        負債合計

Ⅲ　正味財産の部

  １．基金

        基金

  ２．指定正味財産

        指定正味財産合計

  ３．一般正味財産

    (1)代替基金

    (2)その他一般正味財産

        一般正味財産合計

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）

        正味財産合計

        負債及び正味財産合計

5,694,972

9,594,047

15,289,019

7,000,000

7,000,000

700,825

4,567,064

6,111,497

5,000,000

3,887,042

20,266,428

145,717

155,784

2,299,000

2,600,501

29,866,929

45,155,948

478,433

478,433

6,111,497

6,111,497

6,589,930

0

0

0

38,566,018

38,566,018

(7,000,000)

(14,154,931)

38,566,018

45,155,948

6,609,496

9,179,212

15,788,708

7,000,000

7,000,000

700,765

4,566,677

5,611,021

5,000,000

4,087,627

19,966,090

193,373

155,784

2,299,000

2,648,157

29,614,247

45,402,955

460,023

460,023

5,611,021

5,611,021

6,071,044

0

0

0

39,331,911

39,331,911

(7,000,000)

(14,355,069)

39,331,911

45,402,955

△ 914,524

414,835

△ 499,689

0

0

60

387

500,476

0

△ 200,585

300,338

△ 47,656

0

0

△ 47,656

252,682

△ 247,007

18,410

18,410

500,476

500,476

518,886

0

0

0

△ 765,893

△ 765,893

(0)

(△200,138)

△ 765,893

△ 247,007

平成３０年度正味財産増減計算書
－平成 30年４月１日～平成 31年３月31日－

当年度 前年度 増減科        目

（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部 

 1.経常増減の部

 (1)経常収益

基本財産運用益

特定資産運用益

受取会費

事業収益

受取補助金等

受取負担金

雑収益

【経常収益計】

 (2)経常費用

事業費

（税の啓発活動事業）

（税務経営支援事業）

（地域社会貢献事業）

（会員増強事業)

（会員支援事業)

（地区会・部会支援事業)

（按分共通費用)

管理費

【経常費用計】

【当期経常増減額】

 2.経常外増減の部

 (1)経常外収益

【経常外収益計】

 (2)経常外費用

【経常外費用計】

【当期経常外増減額】

【当期一般正味財産増減額】

【一般正味財産期首残高】

【一般正味財産期末残高】

Ⅱ 指定正味財産増減の部

受取補助金等

一般正味財産への振替額

【当期指定正味財産増減額】

【指定正味財産期首残高】

【指定正味財産期末残高】

Ⅲ 正味財産期末残高

595

1,161

28,525,000

843,500

18,088,700

10,615,724

1,585,451

59,660,131

52,255,940

6,453,598

155,520

3,666,228

440,657

938,820

18,475,565

22,125,552

8,170,084

60,426,024

△ 765,893

0

0

0

0

0

△ 765,893

39,331,911

38,566,018

16,337,700

△ 16,337,700

0

0

0

38,566,018

595

939

29,053,000

854,000

17,895,077

10,396,930

1,318,505

59,519,046

49,873,615

6,880,417

155,520

3,332,534

457,689

801,876

16,729,263

21,516,316

8,206,369

58,079,984

1,439,062

0

0

0

0

0

1,439,062

37,892,849

39,331,911

15,924,800

△ 15,924,800

0

0

0

39,331,911

                 

0

222

△ 528,000

△ 10,500

193,623

218,794

266,946

141,085

2,382,325

△ 426,819

0

333,694

△ 17,032

136,944

1,746,302

609,236

△ 36,285

2,346,040

△ 2,204,955

0

0

0

0

0

△ 2,204,955

1,439,062

△ 765,893

412,900

△ 412,900

0

0

0

△ 765,893

総会概要報告

令和元年度収支予算書
－平成３１年４月１日～令和２年３月３１日－

当年度 前年度 増減科        目

（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部 

 1.経常増減の部

 (1)経常収益

基本財産運用益

特定資産運用益

受取会費

事業収益

受取補助金等

受取負担金

雑収益

【経常収益計】

 (2)経常費用

事業費

（税の啓発活動費）

（税務経営支援事業）

（地域社会貢献事業）

（会員増強事業)

（会員支援事業)

（地区会・部会支援事業)

（按分共通費用）

管理費

【経常費用計】

【当期経常増減額】

 2.経常外増減の部

 (1)経常外収益

【経常外収益計】

 (2)経常外費用

【経常外費用計】

【当期経常外増減額】

【当期一般正味財産増減額】

【一般正味財産期首残高】

【一般正味財産期末残高】

Ⅱ 指定正味財産増減の部

受取補助金等

一般正味財産への振替額

【当期指定正味財産増減額】

【指定正味財産期首残高】

【指定正味財産期末残高】

Ⅲ 正味財産期末残高

                 

                 

                 

5,000

5,000

29,400,000

890,000

18,907,600

11,100,000

1,260,000

61,567,600

55,442,900

7,600,000

160,000

3,830,000

480,000

740,000

19,430,000

23,202,900

8,617,100

64,060,000

△ 2,492,400

0

0

0

0

0

△ 2,492,400

38,566,018

36,073,618

17,058,700

△ 17,058,700

0

0

0

36,073,618

                 

                 

                 

5,000

5,000

29,600,000

890,000

17,905,700

11,770,000

1,260,000

61,435,700

57,392,700

7,338,000

160,000

4,040,000

420,000

660,000

22,320,000

22,454,700

8,505,300

65,898,000

△ 4,462,300

0

0

0

0

0

△ 4,462,300

39,331,911

34,869,611

16,337,700

△ 16,337,700

0

0

0

34,869,611

  

  

  

0

0

△ 200,000

0

1,001,900

△ 670,000

0

131,900

△ 1,949,800

262,000

0

△ 210,000

60,000

80,000

△ 2,890,000

748,200

111,800

△ 1,838,000

1,969,900

0

0

0

0

0

1,969,900

△ 765,893

1,204,007

721,000

△ 721,000

0

0

0

1,204,007

◎
役
員
功
労
者
表
彰（
９
名
）

市
川
励
一（
高
崎
）、大
野
育
夫

（
高
崎
）、須
郷
弘（
高
崎
）、竹

内
一
普
（
高
崎
）
、
本
木
忠
美

（
渋
川
）
、
大
森
隆
博
（
伊
香

保
）、牧
一
芳（
子
持
）、茂
木
眞

吉（
赤
城
）、松
尾
昭
彦（
吉
井
）

◎
組
織
充
実

　功
労
地
区
会
表
彰（
１
地
区
会
）

 

　

[

５
年
連
続
70
％
台
維
持]

伊
香
保
地
区
会

◎
会
員
増
強
目
標
達
成
賞

（
１
地
区
会
、１
支
部
）

高
崎
地
区
会
長
野
郷
支
部

子
持
地
区
会

◎
組
織
充
実
功
労
者
表
彰（
４
名
）

　

 [

２
年
連
続
３
社
以
上]

高
橋
正
光（
税
理
士
会
）

 

　

[

３
社
以
上]

新
井
久
男
（
高
崎
）
、
富
沢
好

隆（
高
崎
）、林
進（
高
崎
）

◎
厚
生
制
度

　推
進
功
労
者
感
謝
状（
８
名
）

佐
鳥
美
佐
江
（
大
同
生
命
）
、

関
口
千
夏
（
大
同
生
命
）
、
外

所
麗
子
（
大
同
生
命
）
、
北
川

友
美（
Ａ
Ｉ
Ｇ
）、木
幡
義（
Ａ

Ｉ
Ｇ
）
、
黒
澤
眞
里
子
（
ア
フ

ラ
ッ
ク
）
、
奈
良
田
泰
明
（
ア

フ
ラ
ッ
ク
）
、
福
田
貴
子
（
ア

フ
ラ
ッ
ク
）

◎
優
良
経
理
担
当
者
表
彰（
18
名
）

　

 [

特
別
表
彰]

金
澤
紗
恵
子
（
高
崎
）
、
加
藤

修
司（
高
崎
）、山
田
昌
一（
高

崎
）
、
芦
澤
努
（
高
崎
）
、
松
居

康
美（
高
崎
）、河
原
雅
博（
渋

川
）
、
小
林
治
子
（
渋
川
）
、
髙

橋
和
子（
群
馬
）

表
彰
・
感
謝
状

　
　

 

受
賞
者
紹
介

総会概要報告

　

[

一
般
表
彰]

大
竹
智
久
（
高
崎
）
、
玉
田
和

美（
高
崎
）、冨
永
有
佳
里（
高

崎
）
、
尾
澤
武
（
渋
川
）
、
岡
田

幸
恵（
安
中
）、土
肥
香
里（
安

中
）
、
阿
久
澤
康
子
（
榛
東
）
、

坂
庭
由
美
子
（
榛
東
）
、
橋
本

美
枝
子
（
倉
渕
）
、
鈴
木
由
香

里（
吉
井
）

（
地
区
会
別
・
五
〇
音
順
　
敬
称
略
）

高崎支店 027－363－4122
〒370-0841 高崎市栄町 16-11 高崎イーストタワー 13F

AFツール-2018-5408-1903006　11月16日



６法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３ ５法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３

革
の
原
点
に
立
ち
安
定
的
な
恒

久
財
源
の
確
保
が
望
ま
れ
て
い

る
。　ま

た
、
東
北
大
震
災
や
熊
本

地
震
災
等
々
は
じ
め
大
規
模
自

然
震
災
の
復
興
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
。

　一
方
、
世
界
経
済
に
お
い
て

は
内
向
き
保
護
主
義
的
な
政
策

運
営
と
交
渉
の
軋
轢
も
あ
り
、

相
互
に
対
抗
措
置
の
応
酬
と
重

な
り
、
自
由
主
義
貿
易
の
構
造

に
不
安
定
さ
、軋
み
が
生
じ
、不

確
実
な
変
動
幅
の
あ
る
展
開
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
政
治
の
機

能
不
全
・
リ
ス
ク
か
ら
不
確
実

性
の
芽
が
蔓
延
し
始
め
て
き
て

い
る
。

～
～
中
略
～
～

　国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
政
府

の
長
期
債
務
残
高
は
、
既
に
危

機
的
な
水
準
に
達
し
て
お
り
、

歳
出
・
歳
入
両
面
か
ら
の
改
革

を
通
じ
た
財
政
健
全
化
は
、
２

０
２
５
年
を
控
え
、
も
は
や
先

送
り
の
で
き
な
い
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な

い
。　あ

わ
せ
て
、
国
内
の
経
済
環

境
で
は
、
個
人
消
費
は
偏
り
の

あ
る
消
費
性
向
も
指
摘
さ
れ
、

地
域
間
格
差
が
顕
著
に
現
れ
、

偏
り
と
跛
行
性
の
あ
る
横
ば
い

の
状
況
が
続
い
て
お
り
、
わ
が

国
の
経
済
成
長
の
下
振
れ
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
。景
気
の
腰
折
れ
を
防
ぎ
、消

費
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
消

費
税
率
引
き
上
げ
後
の
環
境
整

備
を
行
う
観
点
か
ら
、
行
政
手

続
の
簡
素
化
、人
材
育
成
・
労
働

生
産
性
向
上
等
々
並
び
に
中
小

企
業
の
事
業
継
続･

事
業
承
継

に
資
す
る
税
制
措
置
を
整
備
す

る
こ
と
が
最
重
要
な
課
題
と
な

る
。　し

か
し
、行
政
改
革
、社
会
保

障
制
度
等
々
の
見
直
し
も
含
め

て
、一
層
、注
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
財
政
再
建
へ
の
道
の
り
は

厳
し
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
痛
み
を
伴
う
道
の
り
で

は
あ
る
が
、
歩
み
だ
す
時
で
あ

り
、
先
送
り
を
し
て
き
た
考
え

は
、改
め
る
時
で
あ
る
。

　わ
が
国
の
中
小
企
業
は
、
雇

用
を
通
じ
て
地
域
経
済
や
財
政

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
が
、

大
企
業
と
は
異
な
る
中
小
企
業

の
特
性
で
あ
る
多
様
性
並
び
に

　高
崎
法
人
会
・
税
制
委

員
会
で
は
会
員
の
声
を
基

に
令
和
２
年
度
向
け
税
制

改
正
に
関
す
る
提
言
を
取

り
纏
め
ま
し
た
。

　こ
の
提
言
は
、
群
馬
県

法
人
会
連
合
会
、
全
国
法

人
会
総
連
合
を
経
て
、
全

国
80
万
社
の
法
人
会
会
員

企
業
の
声
と
し
て
取
り
纏

め
ら
れ
ま
す
。

　な
お
、
全
文
に
つ
き
ま
し

て
は
高
崎
法
人
会
Ｈ
Ｐ
に

て
掲
載
予
定
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

柔
軟
性
を
生
か
し
、
さ
ら
に
活

発
に
活
動
で
き
る
事
業
環
境
を

整
備
等
中
小
企
業
の
特
性
に
着

眼
し
た
税
制
の
実
現
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　特
に
、
円
滑
な
事
業
承
継
の

実
現
に
向
け
た
税
制
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
は
じ
め
、
中
小
企

業
の
特
性
に
着
目
し
、
新
た
な

産
業
構
造
の
構
築
を
目
指
し
た

成
長
戦
略
と
一
体
と
な
っ
た
税

制
の
実
現
を
要
望
す
る
。
地
方

創
生
の
中
で
も
、
新
た
な
創
業

支
援
等
々
だ
け
で
な
く
、
業
態

を
た
だ
し
、経
営
革
新
を
行
い
、

事
業
の
再
編
と
第
二
創
業
に
立

ち
向
か
う
中
小
零
細
企
業
承
継

に
は
新
た
な
支
援
が
必
要
で
あ

り
、幅
広
く
、手
厚
く
施
さ
れ
る

時
で
も
あ
る
。

　経
営
者
層
の
老
齢
化
も
進

み
、技
術
の
伝
承
、事
業
承
継
に

は
、
多
く
の
困
難
を
伴
っ
て
い

る
。　家

族
間
の
相
続
等
の
課
題
も

あ
り
、
新
た
な
制
度
を
立
ち
上

げ
、
事
業
承
継
の
推
進
を
図
ら

ね
ば
、
わ
が
国
の
産
業
構
造
並

び
に
地
域
社
会
を
支
え
続
け
て

き
た
基
盤
が
崩
壊
の
危
機
に
曝

さ
れ
る
事
に
な
る
。

　地
域
社
会
を
支
え
て
き
た
中

小
零
細
事
業
者
に
と
っ
て
、
安

定
的
な
雇
用
確
保
も
ま
ま
な
ら

ぬ
状
態
が
続
い
て
お
り
、
持
続

的
な
成
長
に
必
要
と
さ
れ
る
働

き
方
改
革
等
々
も
給
与
等
の
増

額
も
果
た
せ
な
い
状
況
下
に
あ

る
。事
業
の
継
続
に
も
、今
後
の

偏
り
の
あ
る
景
気
動
向
の
も
と

で
は
厳
し
く
、
依
然
と
し
て
予

断
は
許
さ
れ
な
い
状
態
で
あ

り
、
地
域
社
会
を
支
え
る
重
要

な
産
業
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業

の
蘇
生
と
新
た
な
挑
戦
を
行
う

た
め
の
更
な
る
税
制
支
援
が
求

め
ら
れ
る
。

　公
平
・
中
立
か
つ
簡
素
な
税

制
に
速
や
か
に
移
行
し
、
努
力

し
た
人
が
報
わ
れ
る
税
制
、
真

面
目
な
納
税
者
が
評
価
さ
れ
、

尊
敬
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
べ

き
で
あ
る
。

２
、総
論

　

（
１
）行
財
政
改
革

　厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
に
は
震

災
復
興
と
社
会
保
障
制
度
の
財

源
確
保
の
た
め
に
は
負
担
増
や

む
な
し
と
の
考
え
方
も
あ
る

が
、
こ
れ
は
国
・
地
方
に
お
い

て
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
行
財
政
改

革
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
。

令
和
２
年
度 

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
〈
抜
粋
〉

令和２年度 税制改正に関する提言〈抜粋〉
一般社団法人 高崎法人会

１
、は
じ
め
に

地
域
社
会
を
支
え
る
中
小
企
業

の
蘇
生
と
新
た
な
挑
戦
の
為
に

　わ
が
国
の
現
下
の
経
済
情
勢

に
お
い
て
、
デ
フ
レ
か
ら
の
早

期
脱
却･

経
済
再
生
が
優
先
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
財
政
健
全

化
目
標
を
堅
持
す
る
と
と
も

に
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

春の表彰等受賞者紹介

春
の
表
彰
等
受
賞
者
紹
介

（

　
　
　
　
　

  

）

本
年
度
春
の
表
彰
等
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た

役
員
の
皆
様
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

高
崎
税
務
署
長
感
謝
状

芝
崎

　勝
治

前理事
前高崎地区会西支部長

㈱群成舎

坂
田

　隆
明

前事務局長
（一社）高崎法人会

茂
木

　眞
吉

相談役
前赤城地区会長

㈲赤城土建

兵
藤

　和
男

相談役
前子持地区会長
㈱兵藤工務店

南
澤
健
一
郎

前理事
渋川副地区会長

南澤建設㈱

高
崎
行
政
県
税
事
務
所
長
感
謝
状

高
橋

　永
一

理事
組織副委員長

三城エンジニアリング㈱

豊
泉

　幸
雄

理事
総務副委員長

㈱豊田園

全
法
連
功
労
者
表
彰

川
崎

　信
行

副会長
高崎副地区会長
㈱川崎工務店

南
澤
健
一
郎

前理事
渋川副地区会長

南澤建設㈱

須
藤

　
　健

理事
総務副委員長
須藤電機工業㈱

県
法
連
功
労
者
表
彰

高
橋

　秀
樹

参事
伊香保副地区会長

㈲美松

坂
田

　隆
明

前事務局長
（一社）高崎法人会

三
俣

　
　実

相談役
前榛東地区会長
ミツマタ建設㈱

三
俣

　
　実

相談役
前榛東地区会長
ミツマタ建設㈱

財務省・内閣官房

10月1日より前の値上げは、
便乗値上げになるからダメ?

税抜での価格表示はダメ？

03-3507-8800（代表）
03-3507-9196
03-3581-4111（代表）
03-3581-5471（代表）
03-3501-1511（代表）

消費者庁表示対策課
消費者庁消費者調査課

財務省主税局税制第二課
公正取引委員会消費税転嫁対策調査室

中小企業庁消費税転嫁対策室

● セール・「今だけお得」関係
● 便乗値上げ関係
● 価格表示関係
● 転嫁拒否関係

より詳しい内容についてはこちら

価格設定　ガイドライン

転嫁対策　事業者向け　パンフ
検 索OK? NG?

迷った時は

■ 事実に反して「今だけお得」等の形で消費者に
　 
■ 仕入業者・下請業者に対する買いたたきなど、
 　消費税の転嫁拒否を行うこと

これは
NG

「10月1日以降2%値下げ!」という
値下げセールをしたらダメ?

\3,000
（税抜） OK!!

問題ありません。
消費者に税込価格と誤認されないための措置を講じていれば、

税抜価格のみの表示も可能です（2021年3月31日まで）。

OK!!り
売
安
大

%OFF
10/1 以降2

問題ありません。禁止されるのは、「消費税還元！」
「消費税はいただきません！」など、消費税と直接関連した広告です。

10月から値下げセールを行っても構いませんし、
「10月1日以降2％値下げ！」などの広告も、

消費税と直接関連しないので、NGではありません。

消費税率引上げ前後の値上げ・値下げ事業者の
皆さまへ

こんな値付けはNG と思っていませんか？

10 月1日

※「消費税率の引上げに伴う価格設定ガイドライン」や「転嫁対策 事業者向けパンフレット」でもご確認いただけます。

問題ありません。例えば、消費税率引上げ前の需要の高まりや
コストの増加に対応して値上げを行うなど、

経営判断に基づく自由な価格設定は妨げられません。
合理的な理由があれば便乗値上げには当たりませんが、

必要に応じ、値上げの理由を消費者に丁寧に説明して下さい。

OK!!コストが上昇。
商品を値上げしても

いいのかな?？



６法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３ ５法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３

革
の
原
点
に
立
ち
安
定
的
な
恒

久
財
源
の
確
保
が
望
ま
れ
て
い

る
。　ま

た
、
東
北
大
震
災
や
熊
本

地
震
災
等
々
は
じ
め
大
規
模
自

然
震
災
の
復
興
は
重
要
な
課
題

で
あ
る
。

　一
方
、
世
界
経
済
に
お
い
て

は
内
向
き
保
護
主
義
的
な
政
策

運
営
と
交
渉
の
軋
轢
も
あ
り
、

相
互
に
対
抗
措
置
の
応
酬
と
重

な
り
、
自
由
主
義
貿
易
の
構
造

に
不
安
定
さ
、軋
み
が
生
じ
、不

確
実
な
変
動
幅
の
あ
る
展
開
と

な
っ
て
き
て
い
る
。
政
治
の
機

能
不
全
・
リ
ス
ク
か
ら
不
確
実

性
の
芽
が
蔓
延
し
始
め
て
き
て

い
る
。

～
～
中
略
～
～

　国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
政
府

の
長
期
債
務
残
高
は
、
既
に
危

機
的
な
水
準
に
達
し
て
お
り
、

歳
出
・
歳
入
両
面
か
ら
の
改
革

を
通
じ
た
財
政
健
全
化
は
、
２

０
２
５
年
を
控
え
、
も
は
や
先

送
り
の
で
き
な
い
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な

い
。　あ

わ
せ
て
、
国
内
の
経
済
環

境
で
は
、
個
人
消
費
は
偏
り
の

あ
る
消
費
性
向
も
指
摘
さ
れ
、

地
域
間
格
差
が
顕
著
に
現
れ
、

偏
り
と
跛
行
性
の
あ
る
横
ば
い

の
状
況
が
続
い
て
お
り
、
わ
が

国
の
経
済
成
長
の
下
振
れ
が
懸

念
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
。景
気
の
腰
折
れ
を
防
ぎ
、消

費
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
消

費
税
率
引
き
上
げ
後
の
環
境
整

備
を
行
う
観
点
か
ら
、
行
政
手

続
の
簡
素
化
、人
材
育
成
・
労
働

生
産
性
向
上
等
々
並
び
に
中
小

企
業
の
事
業
継
続･

事
業
承
継

に
資
す
る
税
制
措
置
を
整
備
す

る
こ
と
が
最
重
要
な
課
題
と
な

る
。　し

か
し
、行
政
改
革
、社
会
保

障
制
度
等
々
の
見
直
し
も
含
め

て
、一
層
、注
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
財
政
再
建
へ
の
道
の
り
は

厳
し
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
痛
み
を
伴
う
道
の
り
で

は
あ
る
が
、
歩
み
だ
す
時
で
あ

り
、
先
送
り
を
し
て
き
た
考
え

は
、改
め
る
時
で
あ
る
。

　わ
が
国
の
中
小
企
業
は
、
雇

用
を
通
じ
て
地
域
経
済
や
財
政

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
が
、

大
企
業
と
は
異
な
る
中
小
企
業

の
特
性
で
あ
る
多
様
性
並
び
に

　高
崎
法
人
会
・
税
制
委

員
会
で
は
会
員
の
声
を
基

に
令
和
２
年
度
向
け
税
制

改
正
に
関
す
る
提
言
を
取

り
纏
め
ま
し
た
。

　こ
の
提
言
は
、
群
馬
県

法
人
会
連
合
会
、
全
国
法

人
会
総
連
合
を
経
て
、
全

国
80
万
社
の
法
人
会
会
員

企
業
の
声
と
し
て
取
り
纏

め
ら
れ
ま
す
。

　な
お
、
全
文
に
つ
き
ま
し

て
は
高
崎
法
人
会
Ｈ
Ｐ
に

て
掲
載
予
定
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

柔
軟
性
を
生
か
し
、
さ
ら
に
活

発
に
活
動
で
き
る
事
業
環
境
を

整
備
等
中
小
企
業
の
特
性
に
着

眼
し
た
税
制
の
実
現
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　特
に
、
円
滑
な
事
業
承
継
の

実
現
に
向
け
た
税
制
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
は
じ
め
、
中
小
企

業
の
特
性
に
着
目
し
、
新
た
な

産
業
構
造
の
構
築
を
目
指
し
た

成
長
戦
略
と
一
体
と
な
っ
た
税

制
の
実
現
を
要
望
す
る
。
地
方

創
生
の
中
で
も
、
新
た
な
創
業

支
援
等
々
だ
け
で
な
く
、
業
態

を
た
だ
し
、経
営
革
新
を
行
い
、

事
業
の
再
編
と
第
二
創
業
に
立

ち
向
か
う
中
小
零
細
企
業
承
継

に
は
新
た
な
支
援
が
必
要
で
あ

り
、幅
広
く
、手
厚
く
施
さ
れ
る

時
で
も
あ
る
。

　経
営
者
層
の
老
齢
化
も
進

み
、技
術
の
伝
承
、事
業
承
継
に

は
、
多
く
の
困
難
を
伴
っ
て
い

る
。　家

族
間
の
相
続
等
の
課
題
も

あ
り
、
新
た
な
制
度
を
立
ち
上

げ
、
事
業
承
継
の
推
進
を
図
ら

ね
ば
、
わ
が
国
の
産
業
構
造
並

び
に
地
域
社
会
を
支
え
続
け
て

き
た
基
盤
が
崩
壊
の
危
機
に
曝

さ
れ
る
事
に
な
る
。

　地
域
社
会
を
支
え
て
き
た
中

小
零
細
事
業
者
に
と
っ
て
、
安

定
的
な
雇
用
確
保
も
ま
ま
な
ら

ぬ
状
態
が
続
い
て
お
り
、
持
続

的
な
成
長
に
必
要
と
さ
れ
る
働

き
方
改
革
等
々
も
給
与
等
の
増

額
も
果
た
せ
な
い
状
況
下
に
あ

る
。事
業
の
継
続
に
も
、今
後
の

偏
り
の
あ
る
景
気
動
向
の
も
と

で
は
厳
し
く
、
依
然
と
し
て
予

断
は
許
さ
れ
な
い
状
態
で
あ

り
、
地
域
社
会
を
支
え
る
重
要

な
産
業
基
盤
で
あ
る
中
小
企
業

の
蘇
生
と
新
た
な
挑
戦
を
行
う

た
め
の
更
な
る
税
制
支
援
が
求

め
ら
れ
る
。

　公
平
・
中
立
か
つ
簡
素
な
税

制
に
速
や
か
に
移
行
し
、
努
力

し
た
人
が
報
わ
れ
る
税
制
、
真

面
目
な
納
税
者
が
評
価
さ
れ
、

尊
敬
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る
べ

き
で
あ
る
。

２
、総
論

　

（
１
）行
財
政
改
革

　厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
に
は
震

災
復
興
と
社
会
保
障
制
度
の
財

源
確
保
の
た
め
に
は
負
担
増
や

む
な
し
と
の
考
え
方
も
あ
る

が
、
こ
れ
は
国
・
地
方
に
お
い

て
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
行
財
政
改

革
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
い
る
。

令
和
２
年
度 

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
〈
抜
粋
〉

令和２年度 税制改正に関する提言〈抜粋〉
一般社団法人 高崎法人会

１
、は
じ
め
に

地
域
社
会
を
支
え
る
中
小
企
業

の
蘇
生
と
新
た
な
挑
戦
の
為
に

　わ
が
国
の
現
下
の
経
済
情
勢

に
お
い
て
、
デ
フ
レ
か
ら
の
早

期
脱
却･

経
済
再
生
が
優
先
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
財
政
健
全

化
目
標
を
堅
持
す
る
と
と
も

に
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

春の表彰等受賞者紹介

春
の
表
彰
等
受
賞
者
紹
介

（

　
　
　
　
　

  

）

本
年
度
春
の
表
彰
等
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た

役
員
の
皆
様
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

高
崎
税
務
署
長
感
謝
状

芝
崎

　勝
治

前理事
前高崎地区会西支部長

㈱群成舎

坂
田

　隆
明

前事務局長
（一社）高崎法人会

茂
木

　眞
吉

相談役
前赤城地区会長

㈲赤城土建

兵
藤

　和
男

相談役
前子持地区会長
㈱兵藤工務店

南
澤
健
一
郎

前理事
渋川副地区会長

南澤建設㈱

高
崎
行
政
県
税
事
務
所
長
感
謝
状

高
橋

　永
一

理事
組織副委員長

三城エンジニアリング㈱

豊
泉

　幸
雄

理事
総務副委員長

㈱豊田園

全
法
連
功
労
者
表
彰

川
崎

　信
行

副会長
高崎副地区会長
㈱川崎工務店

南
澤
健
一
郎

前理事
渋川副地区会長

南澤建設㈱

須
藤

　
　健

理事
総務副委員長
須藤電機工業㈱

県
法
連
功
労
者
表
彰

高
橋

　秀
樹

参事
伊香保副地区会長

㈲美松

坂
田

　隆
明

前事務局長
（一社）高崎法人会

三
俣

　
　実

相談役
前榛東地区会長
ミツマタ建設㈱

三
俣

　
　実

相談役
前榛東地区会長
ミツマタ建設㈱

財務省・内閣官房

10月1日より前の値上げは、
便乗値上げになるからダメ?

税抜での価格表示はダメ？

03-3507-8800（代表）
03-3507-9196
03-3581-4111（代表）
03-3581-5471（代表）
03-3501-1511（代表）

消費者庁表示対策課
消費者庁消費者調査課

財務省主税局税制第二課
公正取引委員会消費税転嫁対策調査室

中小企業庁消費税転嫁対策室

● セール・「今だけお得」関係
● 便乗値上げ関係
● 価格表示関係
● 転嫁拒否関係

より詳しい内容についてはこちら

価格設定　ガイドライン

転嫁対策　事業者向け　パンフ
検 索OK? NG?

迷った時は

■ 事実に反して「今だけお得」等の形で消費者に
　 
■ 仕入業者・下請業者に対する買いたたきなど、
 　消費税の転嫁拒否を行うこと

これは
NG

「10月1日以降2%値下げ!」という
値下げセールをしたらダメ?

\3,000
（税抜） OK!!

問題ありません。
消費者に税込価格と誤認されないための措置を講じていれば、

税抜価格のみの表示も可能です（2021年3月31日まで）。

OK!!り
売
安
大

%OFF
10/1 以降2

問題ありません。禁止されるのは、「消費税還元！」
「消費税はいただきません！」など、消費税と直接関連した広告です。

10月から値下げセールを行っても構いませんし、
「10月1日以降2％値下げ！」などの広告も、

消費税と直接関連しないので、NGではありません。

消費税率引上げ前後の値上げ・値下げ事業者の
皆さまへ

こんな値付けはNG と思っていませんか？

10 月1日

※「消費税率の引上げに伴う価格設定ガイドライン」や「転嫁対策 事業者向けパンフレット」でもご確認いただけます。

問題ありません。例えば、消費税率引上げ前の需要の高まりや
コストの増加に対応して値上げを行うなど、

経営判断に基づく自由な価格設定は妨げられません。
合理的な理由があれば便乗値上げには当たりませんが、

必要に応じ、値上げの理由を消費者に丁寧に説明して下さい。

OK!!コストが上昇。
商品を値上げしても

いいのかな?？
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  令和２年度 税制改正に関する提言〈抜粋〉
一般社団法人 高崎法人会

　
し
か
し
、
行
政
改
革
の
取
組

み
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
り
、

遅
々
と
し
て
進
ま
ず
。
か
え
っ

て
肥
大
化
し
つ
つ
あ
る
。
役
所

の
権
益
を
確
保
す
る
縦
割
り
行

政
の
弊
害
と
行
政
の
執
行
に
偏

り
の
あ
る
と
の
指
摘
、
懸
念
が

で
て
お
り
、
官
僚
の
跋
扈
が
見

え
隠
れ
し
て
い
る
。
官
僚
組
織

の
昨
今
の
不
祥
事
で
国
民
か
ら

の
信
頼
感
が
大
き
く
損
な
わ
れ

て
い
る
。

　
国
民
に
痛
み
を
求
め
る
前
に

「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」の
認
識

の
下
、先
ず
、国
会
議
員
及
び
地

方
議
会
議
員
が
約
束
を
守
り
、

実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
議
員
及

び
政
党
は
、今
、約
束
し
た
公
約

を
果
た
す
時
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
に
よ
り
は
じ
め
て
国
民
の
代

表
と
し
て
、
国
民
の
信
頼
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
以
下
に
つ
い
て
直
ち

に
期
限
を
定
め
て
改
革
を
断
行

す
る
よ
う
求
め
る
。

①
国
・
地
方
に
お
け
る
議
員
定

数
の
削
減
、歳
費
の
抑
制

②
国
・
地
方
公
務
員
の
人
員
削

減
、人
件
費
の
抑
制

③
特
別
会
計
と
独
立
行
政
法
人

な
ど
の
見
直
し
に
よ
る
無
駄

の
削
減

④
民
間
活
力
を
阻
害
す
る
各
種

規
制
を
改
廃
し
、
民
間
に
で

き
る
こ
と
は
民
間
に
任
せ
成

長
に
つ
な
げ
る
。

⑤
既
得
権
益
構
造
に
根
ざ
す

『
官
』か
ら『
民
』へ
の
天
下
り

人
事
等
の
禁
止

（
２
）安
定
し
た

社
会
保
障
制
度
の
確
立

　
国
、
地
方
を
通
じ
て
徹
底
し

た
行
政
改
革
の
推
進
を
実
行
し

つ
つ
、
国
民
に
安
心
を
与
え
る

社
会
保
障
制
度
を
確
立
す
べ
き

で
あ
る
。

　
財
源
等
に
つ
い
て
は
、
広
く

国
民
で
負
担
す
べ
き
事
で
あ
る

が
、
担
税
力
等
に
も
配
慮
す
べ

き
で
あ
る
し
、
様
々
な
施
策
執

行
に
お
い
て
の
国
民
の
協
力
・
支

持
と
理
解
は
政
府
が
信
頼
に
値

す
る
か
否
か
が
鍵
と
な
る
。
信

頼
を
取
り
戻
す
に
は
、
議
員
及

び
官
・
行
政
組
織
が
、国
民
の
付

託
に
応
え
、約
束
を
実
行
し
、改

革
を
断
行
す
る
事
に
つ
き
る
。

３
、各
論
　

「
法
人
税
関
係
」に
つ
い
て

（
１
）定
期
同
額
給
与
の
原
則
の
廃
止

　
会
社
役
員
に
対
す
る
報
酬
が

定
期
同
額
の
原
則
か
ら
外
れ
た

支
払
い
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は

不
合
理
な
の
で
、
役
員
給
与
の

損
金
不
算
入
の
規
則
を
改
め
、

定
期
同
額
給
与
の
原
則
を
廃
止

す
る
こ
と
。

　
役
員
給
与
の
本
質
は
職
務
執

行
の
対
価
で
あ
る
か
ら
、
恣
意

性
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
損

金
算
入
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

（
２
）法
人
所
得
課
税

　
産
業
の
空
洞
化
を
防
ぎ
、
か

つ
国
内
の
雇
用
確
保
と
域
内
の

経
済
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、

法
人
課
税
実
行
税
率
の
更
な
る

引
き
下
げ
を
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
行
う
こ
と
。

（
３)

中
小
企
業
の

　
　
　
　
　法
人
税
率
の
軽
減

　
大
企
業
と
は
環
境
の
異
な
る

中
小
零
細
企
業
で
あ
る
が
ゆ
え
、

①
現
行
８
０
０
万
円
の
軽
減
税

率
適
用
所
得
金
額
を
４
０
０

０
万
円
程
度
に
引
き
上
げ
、

現
在
15
％（
時
限
的
）の
軽
減

税
率
を
更
に
一
段
と
引
き
下

げ
る
。

②
最
高
税
率
も
国
際
競
争
力
強

化
策
と
し
て
、
近
隣
諸
国
並

み
の
法
人
実
効
税
率
に
引
き

下
げ
る
。

③
域
内
の
経
済
活
性
化
に
寄
与

す
る
中
小
企
業
が
よ
り
一
層

元
気
の
出
る
税
制
に
す
べ
き

で
あ
る
。

（
４
）不
良
債
権
の
損
金
算
入

　
不
良
債
権
の
実
態
に
応
じ
、

最
大
99
％
ま
で
の
損
金
算
入
を

認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
５
）冠
婚
葬
祭
費
等

　
社
会
通
念
上
、
通
常
必
要
と

さ
れ
る
冠
婚
葬
祭
費
等
に
際
し

て
支
出
す
る
祝
金
・
香
典
・
花
輪

等
は
地
域
に
根
ざ
し
た
経
済
取

引
環
境
下
に
あ
る
中
小
零
細
企

業
に
と
っ
て
は
広
告
費
的
要
素

が
強
い
の
で
損
金
算
入
を
認
め

る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
支
出
の
目
的
に

応
じ
て
社
会
通
念
上
必
要
と
認

め
ら
れ
る
祝
金
、
香
典
等
又
は

受
領
者
側
で
益
金
に
計
上
さ
れ

る
事
に
よ
っ
て
二
重
課
税
と
な

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
交
際
費

課
税
の
範
囲
か
ら
除
外
す
べ
き

で
あ
る
。

　
な
お
、
８
０
０
万
円
ま
で
の

交
際
費
の
全
額
損
金
算
入
は
、

法
制
化
を
行
い
継
続
し
た
措
置

と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
妥

当
で
あ
る
。

「
事
業
承
継
関
係
」に
つ
い
て

（
６
）相
続
税

　
事
業
継
承
の
意
欲
と
努
力
し

た
人
が
報
わ
れ
る
事
業
承
継
が

出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
事

業
承
継
に
関
わ
る
事
業
承
継
者

（
相
続
人
）の
相
続
税
の
軽
減
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
特
に
、
事
業
に
使
用
し
て
い

る
土
地
は
事
業
運
営
の
根
幹
を

な
す
も
の
で
あ
り
、
承
継
す
る

相
続
税
の
中
で
も
大
き
な
課
税

と
な
っ
て
お
り
、
事
業
承
継
の

推
進
を
図
る
上
で
、
農
業
相
続

人
の
特
例
農
地
並
み
の
評
価
と

す
る
こ
と
。

（
７
）事
業
承
継
税
制

　
新
た
な
事
業
承
継
税
制
が
創

設
さ
れ
た
が
、
要
件
等
の
適
用

を
考
慮
し
、
更
な
る
緩
和
並
び

に
実
態
に
即
し
た
要
件
へ
の
改

善
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
欧
州
主
要
国
で
は
相
続
税
体

系
は
多
様
な
が
ら
、
事
業
承
継

税
制
を
優
先
さ
せ
る
考
え
方
は

一
致
し
て
い
る
。
わ
が
国
で
も

中
小
企
業
の
活
性
化
を
目
的
に

「
事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と

区
分
し
、
事
業
用
資
産
の
課
税

を
軽
減
又
は
免
除
す
る
」
本
格

的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
を

求
め
る
。

（
８
）事
業
承
継
時
の
未
上
場

株
式
の
評
価
方
法
に
つ
い
て

　
中
小
企
業
の
未
上
場
株
式
の

評
価
方
法
を
見
直
す
べ
き
で
あ

る
。
経
営
権
の
安
定
し
た
承
継

の
た
め
に
も
要
件
を
整
え
、「
払

い
込
み
金
額
に
よ
る
評
価
（
旧

額
面
）」と
す
べ
き
で
あ
る
。

（
９
）相
続
・
贈
与
に
よ
る
取
得

資
産
の
取
得
価
格
に
つ
い
て

　
相
続
人
や
贈
与
を
受
け
た
者

が
相
続
、
贈
与
に
よ
っ
て
取
得

し
た
資
産（
土
地
・
建
物
・
有
価

証
券
他
）の
取
得
価
格
は
、
相
続

税
、
贈
与
税
を
計
算
し
た
時
点

の
評
価
額
と
す
べ
き
で
あ
る
。

「
そ
の
他
」

（
10
）消
費
税

　
税
率
を
上
げ
る
こ
と
は
、
中

小
零
細
企
業
者
に
と
っ
て
、
過

重
な
費
用
と
事
務
の
負
担
を
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
一
定
の

救
済
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、取
引
相
手
か
ら
、不
当

な
仕
入
代
金
の
減
額
、
買
い
た

た
き
、購
入
の
強
制
等
、増
税
分

を
適
正
に
価
額
に
転
嫁
で
き
な

い
こ
と
の
無
い
よ
う
、
必
要
に

応
じ
た
監
視
や
措
置
が
求
め
ら

れ
る
。

　
更
に
、
消
費
税
制
度
の
充
実

と
信
頼
を
確
保
し
て
い
く
た
め

に
は
、
一
層
の
課
税
の
適
正
化

に
向
け
た
取
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。民
意
を
反
映
し
、再
度
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

（
11
）二
重
課
税
の
廃
止

　
酒
税
・
ガ
ソ
リ
ン
税
と
消
費

税
等
、二
重
課
税
は
、速
や
か
に

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

（
12
）個
人
所
得
税

　
累
進
税
率
区
分
や
諸
控
除
の

見
直
し
、均
等
割
の
創
設
等
、個

人
所
得
課
税
を
抜
本
的
に
見
直

す
べ
き
で
あ
る
。

（
13
）年
金
課
税
の
廃
止

　
老
後
の
安
定
の
た
め
の
年
金

で
あ
る
。
老
後
の
生
活
保
障
を

自
助
努
力
に
頼
る
面
は
多
い

が
、
更
に
年
金
に
課
税
さ
れ
た

の
で
は
何
の
為
の
年
金
か
。
年

金
課
税
を
速
や
か
に
廃
止
す
べ

き
で
あ
る
。

（
14
）少
子
化
対
策

　
晩
婚
率
、未
婚
率
の
高
さ
、及

び
出
生
率
の
低
さ
が
少
子
化
の

理
由
だ
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
対
策
は
子
育
て
支
援
が
中
心

で
あ
る
傾
向
が
強
い
と
思
わ
れ

る
。
先
進
各
国
の
良
い
制
度
を

採
り
入
れ
、
子
育
て
支
援
と
並

行
し
て
、
晩
婚
と
未
婚
へ
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
低
所
得
者

の
未
婚
率
の
高
さ
を
鑑
み
、
税

制
面
か
ら
も
結
婚
適
齢
世
代
が

結
婚
し
、
子
供
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
と

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

（
15
）印
紙
税
の
廃
止

　
現
在
の
経
済
取
引
は
、
事
務

処
理
の
機
械
化
、
取
引
形
態
の

変
化
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
文
書

の
形
式
や
内
容
が
変
化
し
、
電

子
決
済
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
等
が

進
み
、
電
子
契
約
等
は
非
課
税

で
あ
る
こ
と
な
ど
、文
書
課
税
と

し
て
の
印
紙
税
に
は
不
合
理
・
不

公
平
な
現
象
が
生
じ
て
い
る
。

　
大
企
業
と
下
請
け
構
造
と

な
っ
て
い
る
中
小
零
細
企
業
間

で
は
発
注
側
と
受
注
側
で
は
取

引
文
書
の
取
扱
い
に
よ
り
課
税

に
大
き
な
偏
り
が
生
じ
て
お

り
、公
平
・
中
立
性
に
欠
け
る
。

　
ま
た
、
印
紙
税
は
、
所
得
、
資

産
の
保
有
、
消
費
の
い
ず
れ
に

も
該
当
せ
ず
、
そ
の
点
で
も
特

異
で
あ
り
、
時
代
錯
誤
的
な
税

目
と
な
っ
て
お
り
、
印
紙
税
は

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

「
地
方
税
関
係
」に
つ
い
て

（
16
）固
定
資
産
税
の
見
直
し

　
全
国
的
に
地
価
が
下
落
し
て

い
る
実
勢
か
ら
見
て
、
税
負
担

が
重
い
。早
期
に
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
時
価
の
算
定
は
収
益

還
元
方
式
を
重
視
し
て
算
定
を

見
直
す
よ
う
に
改
め
る
べ
き
で

あ
る
。

（
17
）事
業
所
税

①
事
業
所
税
は
固
定
資
産
税
と

二
重
課
税
的
な
性
格
を
有
す

る
こ
と
か
ら
廃
止
を
求
め
る
。

②
中
核
都
市
（
人
口
30
万
人
以

上
）等
だ
け
に
課
税
さ
れ
、課

税
対
象
と
な
る
基
準
等
が
不

公
平
で
あ
る
た
め
廃
止
を
求

め
る
。

（
18
）外
形
標
準
課
税

　
経
済
の
波
を
か
ぶ
り
や
す
い

中
小
零
細
企
業
に
は
大
き
な
負

担
増
と
な
る
外
形
標
準
課
税
は

資
本
金
１
億
円
以
下
の
企
業
に

は
課
税
す
べ
き
で
は
な
い
。

「
電
子
申
告
・
電
子
納
税
」
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
と
ｅ
Ｌ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て

（
19
）電
子
申
告
の
規
格
統
一

　
大
規
模
法
人
の
電
子
申
告
義

務
化
等
の
新
聞
記
事
が
発
表
さ

れ
た
が
、
国
税
職
員
の
事
務
負

担
軽
減
の
み
を
目
的
に
導
入
を

図
る
の
で
は
な
く
、
利
用
者
の

事
務
軽
減
を
図
る
べ
く
省
庁
間

の
垣
根
を
取
り
払
い
、
国
税
と

地
方
税
を
同
じ
シ
ス
テ
ム
で
電

子
申
告
・
納
税
で
き
る
よ
う
に
、

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
と
ｅ
Ｌ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
の

規
格
を
統
一
す
べ
き
で
あ
る
。

（
20
）電
子
申
告
の
利
用
促
進

　
電
子
申
告
・
電
子
納
税
の
さ

ら
な
る
利
用
促
進
に
向
け
て
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
の
法

人
・
個
人
に
対
す
る
恒
常
的
な

税
額
控
除
制
度
等
の
創
設
を
求

め
る
。

「
共
通
番
号
制
度
」に
つ
い
て

（
21
） 

共
通
番
号
制
度

　
共
通
番
号
制
度
は
、
す
で
に

動
き
出
し
て
い
る
が
、そ
の
取
扱

い
方
法
や
取
扱
う
人
の
認
識
に

よ
り
、そ
の
扱
い
方
が
全
く
違
っ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。信
頼
性

を
確
保
し
た
推
進
並
び
に
執
行

を
望
む
。
公
平
で
効
率
の
良
い

社
会
保
障
制
度
の
基
盤
と
し

て
、納
税
や
年
金
、医
療
な
ど
に

関
す
る
手
続
き
の
簡
素
化
、
事

務
の
効
率
化
に
よ
る
行
政
コ
ス

ト
の
削
減
な
ど
に
つ
な
げ
、
行

き
過
ぎ
た
管
理
社
会
・
管
理
国

家
に
な
ら
な
い
こ
と
を
望
む
。

　
ま
た
、公
務
員
で
あ
る
か
ら
大

丈
夫
と
い
う
間
違
っ
た
感
覚
で

取
扱
う
場
合
も
散
見
さ
れ
、デ
ー

タ
の
漏
え
い
や
シ
ス
テ
ム
の
管

理
等
に
は
徹
底
し
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
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し
か
し
、
行
政
改
革
の
取
組

み
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
り
、

遅
々
と
し
て
進
ま
ず
。
か
え
っ

て
肥
大
化
し
つ
つ
あ
る
。
役
所

の
権
益
を
確
保
す
る
縦
割
り
行

政
の
弊
害
と
行
政
の
執
行
に
偏

り
の
あ
る
と
の
指
摘
、
懸
念
が

で
て
お
り
、
官
僚
の
跋
扈
が
見

え
隠
れ
し
て
い
る
。
官
僚
組
織

の
昨
今
の
不
祥
事
で
国
民
か
ら

の
信
頼
感
が
大
き
く
損
な
わ
れ

て
い
る
。

　
国
民
に
痛
み
を
求
め
る
前
に

「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」の
認
識

の
下
、先
ず
、国
会
議
員
及
び
地

方
議
会
議
員
が
約
束
を
守
り
、

実
行
す
べ
き
で
あ
る
。
議
員
及

び
政
党
は
、今
、約
束
し
た
公
約

を
果
た
す
時
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
に
よ
り
は
じ
め
て
国
民
の
代

表
と
し
て
、
国
民
の
信
頼
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
な
お
、
以
下
に
つ
い
て
直
ち

に
期
限
を
定
め
て
改
革
を
断
行

す
る
よ
う
求
め
る
。

①
国
・
地
方
に
お
け
る
議
員
定

数
の
削
減
、歳
費
の
抑
制

②
国
・
地
方
公
務
員
の
人
員
削

減
、人
件
費
の
抑
制

③
特
別
会
計
と
独
立
行
政
法
人

な
ど
の
見
直
し
に
よ
る
無
駄

の
削
減

④
民
間
活
力
を
阻
害
す
る
各
種

規
制
を
改
廃
し
、
民
間
に
で

き
る
こ
と
は
民
間
に
任
せ
成

長
に
つ
な
げ
る
。

⑤
既
得
権
益
構
造
に
根
ざ
す

『
官
』か
ら『
民
』へ
の
天
下
り

人
事
等
の
禁
止

（
２
）安
定
し
た

社
会
保
障
制
度
の
確
立

　
国
、
地
方
を
通
じ
て
徹
底
し

た
行
政
改
革
の
推
進
を
実
行
し

つ
つ
、
国
民
に
安
心
を
与
え
る

社
会
保
障
制
度
を
確
立
す
べ
き

で
あ
る
。

　
財
源
等
に
つ
い
て
は
、
広
く

国
民
で
負
担
す
べ
き
事
で
あ
る

が
、
担
税
力
等
に
も
配
慮
す
べ

き
で
あ
る
し
、
様
々
な
施
策
執

行
に
お
い
て
の
国
民
の
協
力
・
支

持
と
理
解
は
政
府
が
信
頼
に
値

す
る
か
否
か
が
鍵
と
な
る
。
信

頼
を
取
り
戻
す
に
は
、
議
員
及

び
官
・
行
政
組
織
が
、国
民
の
付

託
に
応
え
、約
束
を
実
行
し
、改

革
を
断
行
す
る
事
に
つ
き
る
。

３
、各
論
　

「
法
人
税
関
係
」に
つ
い
て

（
１
）定
期
同
額
給
与
の
原
則
の
廃
止

　
会
社
役
員
に
対
す
る
報
酬
が

定
期
同
額
の
原
則
か
ら
外
れ
た

支
払
い
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は

不
合
理
な
の
で
、
役
員
給
与
の

損
金
不
算
入
の
規
則
を
改
め
、

定
期
同
額
給
与
の
原
則
を
廃
止

す
る
こ
と
。

　
役
員
給
与
の
本
質
は
職
務
執

行
の
対
価
で
あ
る
か
ら
、
恣
意

性
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
損

金
算
入
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

（
２
）法
人
所
得
課
税

　
産
業
の
空
洞
化
を
防
ぎ
、
か

つ
国
内
の
雇
用
確
保
と
域
内
の

経
済
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、

法
人
課
税
実
行
税
率
の
更
な
る

引
き
下
げ
を
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
行
う
こ
と
。

（
３)

中
小
企
業
の

　
　
　
　
　法
人
税
率
の
軽
減

　
大
企
業
と
は
環
境
の
異
な
る

中
小
零
細
企
業
で
あ
る
が
ゆ
え
、

①
現
行
８
０
０
万
円
の
軽
減
税

率
適
用
所
得
金
額
を
４
０
０

０
万
円
程
度
に
引
き
上
げ
、

現
在
15
％（
時
限
的
）の
軽
減

税
率
を
更
に
一
段
と
引
き
下

げ
る
。

②
最
高
税
率
も
国
際
競
争
力
強

化
策
と
し
て
、
近
隣
諸
国
並

み
の
法
人
実
効
税
率
に
引
き

下
げ
る
。

③
域
内
の
経
済
活
性
化
に
寄
与

す
る
中
小
企
業
が
よ
り
一
層

元
気
の
出
る
税
制
に
す
べ
き

で
あ
る
。

（
４
）不
良
債
権
の
損
金
算
入

　
不
良
債
権
の
実
態
に
応
じ
、

最
大
99
％
ま
で
の
損
金
算
入
を

認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
５
）冠
婚
葬
祭
費
等

　
社
会
通
念
上
、
通
常
必
要
と

さ
れ
る
冠
婚
葬
祭
費
等
に
際
し

て
支
出
す
る
祝
金
・
香
典
・
花
輪

等
は
地
域
に
根
ざ
し
た
経
済
取

引
環
境
下
に
あ
る
中
小
零
細
企

業
に
と
っ
て
は
広
告
費
的
要
素

が
強
い
の
で
損
金
算
入
を
認
め

る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
支
出
の
目
的
に

応
じ
て
社
会
通
念
上
必
要
と
認

め
ら
れ
る
祝
金
、
香
典
等
又
は

受
領
者
側
で
益
金
に
計
上
さ
れ

る
事
に
よ
っ
て
二
重
課
税
と
な

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
交
際
費

課
税
の
範
囲
か
ら
除
外
す
べ
き

で
あ
る
。

　
な
お
、
８
０
０
万
円
ま
で
の

交
際
費
の
全
額
損
金
算
入
は
、

法
制
化
を
行
い
継
続
し
た
措
置

と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
妥

当
で
あ
る
。

「
事
業
承
継
関
係
」に
つ
い
て

（
６
）相
続
税

　
事
業
継
承
の
意
欲
と
努
力
し

た
人
が
報
わ
れ
る
事
業
承
継
が

出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
事

業
承
継
に
関
わ
る
事
業
承
継
者

（
相
続
人
）の
相
続
税
の
軽
減
措

置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
特
に
、
事
業
に
使
用
し
て
い

る
土
地
は
事
業
運
営
の
根
幹
を

な
す
も
の
で
あ
り
、
承
継
す
る

相
続
税
の
中
で
も
大
き
な
課
税

と
な
っ
て
お
り
、
事
業
承
継
の

推
進
を
図
る
上
で
、
農
業
相
続

人
の
特
例
農
地
並
み
の
評
価
と

す
る
こ
と
。

（
７
）事
業
承
継
税
制

　
新
た
な
事
業
承
継
税
制
が
創

設
さ
れ
た
が
、
要
件
等
の
適
用

を
考
慮
し
、
更
な
る
緩
和
並
び

に
実
態
に
即
し
た
要
件
へ
の
改

善
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　
欧
州
主
要
国
で
は
相
続
税
体

系
は
多
様
な
が
ら
、
事
業
承
継

税
制
を
優
先
さ
せ
る
考
え
方
は

一
致
し
て
い
る
。
わ
が
国
で
も

中
小
企
業
の
活
性
化
を
目
的
に

「
事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と

区
分
し
、
事
業
用
資
産
の
課
税

を
軽
減
又
は
免
除
す
る
」
本
格

的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
を

求
め
る
。

（
８
）事
業
承
継
時
の
未
上
場

株
式
の
評
価
方
法
に
つ
い
て

　
中
小
企
業
の
未
上
場
株
式
の

評
価
方
法
を
見
直
す
べ
き
で
あ

る
。
経
営
権
の
安
定
し
た
承
継

の
た
め
に
も
要
件
を
整
え
、「
払

い
込
み
金
額
に
よ
る
評
価
（
旧

額
面
）」と
す
べ
き
で
あ
る
。

（
９
）相
続
・
贈
与
に
よ
る
取
得

資
産
の
取
得
価
格
に
つ
い
て

　
相
続
人
や
贈
与
を
受
け
た
者

が
相
続
、
贈
与
に
よ
っ
て
取
得

し
た
資
産（
土
地
・
建
物
・
有
価

証
券
他
）の
取
得
価
格
は
、
相
続

税
、
贈
与
税
を
計
算
し
た
時
点

の
評
価
額
と
す
べ
き
で
あ
る
。

「
そ
の
他
」

（
10
）消
費
税

　
税
率
を
上
げ
る
こ
と
は
、
中

小
零
細
企
業
者
に
と
っ
て
、
過

重
な
費
用
と
事
務
の
負
担
を
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
た
め
一
定
の

救
済
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、取
引
相
手
か
ら
、不
当

な
仕
入
代
金
の
減
額
、
買
い
た

た
き
、購
入
の
強
制
等
、増
税
分

を
適
正
に
価
額
に
転
嫁
で
き
な

い
こ
と
の
無
い
よ
う
、
必
要
に

応
じ
た
監
視
や
措
置
が
求
め
ら

れ
る
。

　
更
に
、
消
費
税
制
度
の
充
実

と
信
頼
を
確
保
し
て
い
く
た
め

に
は
、
一
層
の
課
税
の
適
正
化

に
向
け
た
取
組
み
が
求
め
ら
れ

る
。民
意
を
反
映
し
、再
度
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

（
11
）二
重
課
税
の
廃
止

　
酒
税
・
ガ
ソ
リ
ン
税
と
消
費

税
等
、二
重
課
税
は
、速
や
か
に

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

（
12
）個
人
所
得
税

　
累
進
税
率
区
分
や
諸
控
除
の

見
直
し
、均
等
割
の
創
設
等
、個

人
所
得
課
税
を
抜
本
的
に
見
直

す
べ
き
で
あ
る
。

（
13
）年
金
課
税
の
廃
止

　
老
後
の
安
定
の
た
め
の
年
金

で
あ
る
。
老
後
の
生
活
保
障
を

自
助
努
力
に
頼
る
面
は
多
い

が
、
更
に
年
金
に
課
税
さ
れ
た

の
で
は
何
の
為
の
年
金
か
。
年

金
課
税
を
速
や
か
に
廃
止
す
べ

き
で
あ
る
。

（
14
）少
子
化
対
策

　
晩
婚
率
、未
婚
率
の
高
さ
、及

び
出
生
率
の
低
さ
が
少
子
化
の

理
由
だ
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
対
策
は
子
育
て
支
援
が
中
心

で
あ
る
傾
向
が
強
い
と
思
わ
れ

る
。
先
進
各
国
の
良
い
制
度
を

採
り
入
れ
、
子
育
て
支
援
と
並

行
し
て
、
晩
婚
と
未
婚
へ
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
低
所
得
者

の
未
婚
率
の
高
さ
を
鑑
み
、
税

制
面
か
ら
も
結
婚
適
齢
世
代
が

結
婚
し
、
子
供
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
と

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

（
15
）印
紙
税
の
廃
止

　
現
在
の
経
済
取
引
は
、
事
務

処
理
の
機
械
化
、
取
引
形
態
の

変
化
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
文
書

の
形
式
や
内
容
が
変
化
し
、
電

子
決
済
、ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
等
が

進
み
、
電
子
契
約
等
は
非
課
税

で
あ
る
こ
と
な
ど
、文
書
課
税
と

し
て
の
印
紙
税
に
は
不
合
理
・
不

公
平
な
現
象
が
生
じ
て
い
る
。

　
大
企
業
と
下
請
け
構
造
と

な
っ
て
い
る
中
小
零
細
企
業
間

で
は
発
注
側
と
受
注
側
で
は
取

引
文
書
の
取
扱
い
に
よ
り
課
税

に
大
き
な
偏
り
が
生
じ
て
お

り
、公
平
・
中
立
性
に
欠
け
る
。

　
ま
た
、
印
紙
税
は
、
所
得
、
資

産
の
保
有
、
消
費
の
い
ず
れ
に

も
該
当
せ
ず
、
そ
の
点
で
も
特

異
で
あ
り
、
時
代
錯
誤
的
な
税

目
と
な
っ
て
お
り
、
印
紙
税
は

廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

「
地
方
税
関
係
」に
つ
い
て

（
16
）固
定
資
産
税
の
見
直
し

　
全
国
的
に
地
価
が
下
落
し
て

い
る
実
勢
か
ら
見
て
、
税
負
担

が
重
い
。早
期
に
固
定
資
産
税
、

都
市
計
画
税
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
時
価
の
算
定
は
収
益

還
元
方
式
を
重
視
し
て
算
定
を

見
直
す
よ
う
に
改
め
る
べ
き
で

あ
る
。

（
17
）事
業
所
税

①
事
業
所
税
は
固
定
資
産
税
と

二
重
課
税
的
な
性
格
を
有
す

る
こ
と
か
ら
廃
止
を
求
め
る
。

②
中
核
都
市
（
人
口
30
万
人
以

上
）等
だ
け
に
課
税
さ
れ
、課

税
対
象
と
な
る
基
準
等
が
不

公
平
で
あ
る
た
め
廃
止
を
求

め
る
。

（
18
）外
形
標
準
課
税

　
経
済
の
波
を
か
ぶ
り
や
す
い

中
小
零
細
企
業
に
は
大
き
な
負

担
増
と
な
る
外
形
標
準
課
税
は

資
本
金
１
億
円
以
下
の
企
業
に

は
課
税
す
べ
き
で
は
な
い
。

「
電
子
申
告
・
電
子
納
税
」
ｅ

－

Ｔ

ａ
ｘ
と
ｅ
Ｌ

－

Ｔ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て

（
19
）電
子
申
告
の
規
格
統
一

　
大
規
模
法
人
の
電
子
申
告
義

務
化
等
の
新
聞
記
事
が
発
表
さ

れ
た
が
、
国
税
職
員
の
事
務
負

担
軽
減
の
み
を
目
的
に
導
入
を

図
る
の
で
は
な
く
、
利
用
者
の

事
務
軽
減
を
図
る
べ
く
省
庁
間

の
垣
根
を
取
り
払
い
、
国
税
と

地
方
税
を
同
じ
シ
ス
テ
ム
で
電

子
申
告
・
納
税
で
き
る
よ
う
に
、

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
と
ｅ
Ｌ-

Ｔ
Ａ
Ｘ
の

規
格
を
統
一
す
べ
き
で
あ
る
。

（
20
）電
子
申
告
の
利
用
促
進

　
電
子
申
告
・
電
子
納
税
の
さ

ら
な
る
利
用
促
進
に
向
け
て
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
の
法

人
・
個
人
に
対
す
る
恒
常
的
な

税
額
控
除
制
度
等
の
創
設
を
求

め
る
。

「
共
通
番
号
制
度
」に
つ
い
て

（
21
） 

共
通
番
号
制
度

　
共
通
番
号
制
度
は
、
す
で
に

動
き
出
し
て
い
る
が
、そ
の
取
扱

い
方
法
や
取
扱
う
人
の
認
識
に

よ
り
、そ
の
扱
い
方
が
全
く
違
っ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。信
頼
性

を
確
保
し
た
推
進
並
び
に
執
行

を
望
む
。
公
平
で
効
率
の
良
い

社
会
保
障
制
度
の
基
盤
と
し

て
、納
税
や
年
金
、医
療
な
ど
に

関
す
る
手
続
き
の
簡
素
化
、
事

務
の
効
率
化
に
よ
る
行
政
コ
ス

ト
の
削
減
な
ど
に
つ
な
げ
、
行

き
過
ぎ
た
管
理
社
会
・
管
理
国

家
に
な
ら
な
い
こ
と
を
望
む
。

　
ま
た
、公
務
員
で
あ
る
か
ら
大

丈
夫
と
い
う
間
違
っ
た
感
覚
で

取
扱
う
場
合
も
散
見
さ
れ
、デ
ー

タ
の
漏
え
い
や
シ
ス
テ
ム
の
管

理
等
に
は
徹
底
し
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
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経営のヒント

予
備
軍
も
同
じ
く
１
千
万
人
で
、

も
は
や
「
国
民
病
」
と
の
説
も

　
生
活
習
慣
病
の
中
で
最
も
警

戒
を
要
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

糖
尿
病
を
強
く
疑
わ
れ
る
成
人

が
、
昨
秋
の
国
の
調
査
で
１
千

万
人
を
数
え
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
前
回
４
年
前

の
調
査
よ
り
50
万
人
増
え
、
初

め
て
１
千
万
人
台
に
上
っ
た
こ

と
か
ら
、
国
は
今
後
も
増
加
は

必
至
と
み
て
、
対
策
に
乗
り
出

し
て
い
ま
す
。

　
１
千
万
人
を
記
録
し
た
と
い

う
大
ま
か
な
数
字
だ
け
で
、
端

数
は
示
さ
れ
ず
、
ま
た
患
者
で

は
な
く
有
病
者
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
い
る
の
に
は
理
由
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
糖
尿
病
だ
け

に
絞
っ
た
調
査
で
は
な
く
、
厚

労
省
が
４
年
に
１
度
行
っ
て
い

る
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
を
基

に
し
た
推
計
だ
か
ら
で
す
。
ど

う
し
て
有
病
者
と
し
た
か
の
集

計
法
は
か
な
り
難
解
な
の
で
割

愛
し
、
公
表
さ
れ
た
数
字
を
基

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
有
病
者
と
は
言
え

な
い
も
の
の
、
糖
尿
病
で
あ
る

可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
人
、

い
わ
ゆ
る
予
備
軍
も
１
千
万
人

に
上
る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
前
回
よ
り
１
０
０
万

人
減
っ
て
い
ま
す
が
、
有
病
者

と
予
備
軍
の
双
方
を
合
わ
せ
る

と
２
千
万
人
に
な
る
の
で
す
か

ら
、
こ
れ
は
由
々
し
き
数
字
と

言
え
ま
す
。
日
本
で
は
以
前
か

ら
、
成
人
の
５
人
に
１
人
以
上

が
か
か
る
病
気
を
国
民
病
と

言
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す

が
、
糖
尿
病
も
そ
の
１
つ
に

な
っ
た
と
い
う
説
も
浮
上
し
て

い
ま
す
。

　
糖
尿
病
と
は
膵
臓
か
ら
分
泌

さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
に

支
障
が
生
じ
、
血
糖
値
の
高
く

な
る
病
気
で
、
１
型
と
２
型
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

　
１
型
は
子
供
や
若
年
者
に
多

く
、全
体
の
１
割
ほ
ど
で
す
が
、

膵
臓
の
細
胞
が
破
壊
さ
れ
る
の

で
日
常
的
に
イ
ン
ス
リ
ン
の
注

射
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
一
方
、

残
り
９
割
を
占
め
る
２
型
は
中

高
年
者
に
多
く
、
一
般
的
に
糖

尿
病
と
言
え
ば
２
型
の
こ
と
で

す
。
加
齢
や
喫
煙
の
ほ
か
、
過

食
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
が
発
症
の
引
き
金
に
な
り
ま

す
。

　
２
型
を
性
別
で
見
れ
ば
や
は

り
男
性
に
多
く
、
今
回
の
調
査

で
も
男
性
は
50
歳
代
で
１
２
・

６
％
、
60
歳
代
で
２
１
・
８
％
、

70
歳
以
上
で
２
３
・
２
％
が
有

病
者
で
し
た
。
女
性
の
有
病
者

は
50
歳
代
が
６
・
１
％
、
60
歳

代
が
１
２
・
０
％
、
70
歳
以
上

が
１
６
・
８
％
で
し
た
。

本
体
そ
の
も
の
よ
り
も
、
合
併

症
の
方
が
は
る
か
に
怖
い
病
気

　
先
述
の
通
り
糖
尿
病
と
は
血

糖
値
の
高
い
状
態
が
続
く
病
気

で
、
そ
れ
自
体
は
「
痛
く
も
痒

く
も
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
怖
い
の
は
放
置
し
て
い

る
と
出
現
し
て
く
る
合
併
症
で

す
。
こ
れ
は
糖
尿
病
が
原
因
で

起
き
る
別
の
病
気
の
こ
と
で
、

特
に
網
膜
症
、
神
経
症
、
腎
症

が
３
大
合
併
症
と
さ
れ
、
一
般

の
人
に
分
か
り
か
り
や
す
い
よ

う
に
「
目
に
来
る
、足
に
来
る
、

腎
に
来
る
」
と
警
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
初
め
の
網
膜
症
は
、
網
膜
に

出
血
な
ど
の
障
害
が
起
き
て
視

力
が
低
下
し
て
い
き
、
年
間
に

約
３
千
人
も
が
失
明
に
至
っ
て

い
ま
す
。
次
の
神
経
症
と
は
、

全
身
の
末
梢
神
経
に
血
液
が
届

か
な
く
な
る
た
め
に
発
症
す
る

病

気

で

す
。
特

に

足

先

は

ち
ょ
っ
と
し
た
傷
や
水
虫
か
ら

も
壊
疽
に
進
行
し
、
治
療
法
が

な
い
た
め
年
間
に
２
万
人
近
く

が
切
断
手
術
を
受
け
て
い
ま

す
。
最
後
の
腎
症
は
、
腎
臓
の

小
さ
な
血
管
が
詰
ま
っ
て
自
力

で
は
尿
を
作
れ
な
く
な
る
病
気

で
、
人
工
透
析
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
現
在
の
透
析
患
者
は
約

33
万
人
で
す
が
、
そ
の
う
ち
約

44
％
は
糖
尿
病
性
で
、
年
間
に

ほ
ぼ
５
千
人
の
ペ
ー
ス
で
増
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
怖
い
合
併
症
と

し
て
は
、
生
命
の
危
機
に
直
結

す
る
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
高
血
糖
の
状
態

が
長
く
続
く
と
動
脈
硬
化
が
進

み
、
血
液
の
通
り
道
が
狭
く
な

る
上
に
血
栓
が
で
き
て
、
脳
や

心
臓
の
細
胞
に
酸
素
や
栄
養
が

届
か
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
こ

の
動
脈
硬
化
は
、
全
て
の
病
気

に
大
な
り
小
な
り
関
わ
っ
て
き

ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
有
病
者
１

千
万
人
の
う
ち
２
３
・
４
％
、

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

大
谷

　克
弥

懸
念
さ
れ
て
い
た
糖
尿
病
の
有
病
者
が
、

　
　
　
　
　
初
め
て
１
千
万
人
の
大
台
に

健康情報

つ
ま
り
、
２
３
４
万
人
も
が
何

ら
治
療
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
国
を
愕
然

と
さ
せ
ま
し
た
。
予
備
軍
を
加

え
る
と
そ
の
倍
に
な
る
の
で
す

か
ら
、
糖
尿
病
と
は
何
か
、
ど

う
対
処
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、

中
高
年
の
方
々
は
基
本
的
な
知

識
を
身
に
付
け
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
初
期
だ
と
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
厄
介
な
病

気
な
の
で
す
が
、
分
か
り
や
す

い
説
明
と
し
て
「
３
多
１
少
に

ご
用
心
」
と
言
わ
れ
ま
す
「
３

多
」
と
は
「
喉
が
渇
く
の
で
水

を
多
く
飲
む
」
「
従
っ
て
ト
イ

レ
の
回
数
が
多
く
な
る
」
「
お

腹
が
空
い
て
多
く
食
べ
る
」
こ

と
で
す
。

　
多
食
す
る
の
で
必
然
的
に
初

め
は
太
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
れ

が
「
１
少
」、
つ
ま
り
体
重
が

少
な
く
な
っ
て
く
る
と
重
大
な

赤
信
号
で
す
。
食
べ
た
栄
養
は

尿
に
混
じ
っ
て
流
失
し
て
し
ま

う
の
で
、
筋
肉
の
た
ん
ぱ
く
質

や
脂
肪
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
す

る
よ
う
に
と
脳
か
ら
指
令
が
出

て
、
痩
せ
て
い
き
ま
す
。
食
べ

て
も
ス
リ
ム
に
な
る
の
で
す
か

ら
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
せ
い
な
ど

で
は
な
く
、
寿
命
が
減
っ
て
い

く
こ
と
だ
と
覚
え
ま
し
ょ
う
。
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予
備
軍
も
同
じ
く
１
千
万
人
で
、

も
は
や
「
国
民
病
」
と
の
説
も

　
生
活
習
慣
病
の
中
で
最
も
警

戒
を
要
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

糖
尿
病
を
強
く
疑
わ
れ
る
成
人

が
、
昨
秋
の
国
の
調
査
で
１
千

万
人
を
数
え
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
前
回
４
年
前

の
調
査
よ
り
50
万
人
増
え
、
初

め
て
１
千
万
人
台
に
上
っ
た
こ

と
か
ら
、
国
は
今
後
も
増
加
は

必
至
と
み
て
、
対
策
に
乗
り
出

し
て
い
ま
す
。

　
１
千
万
人
を
記
録
し
た
と
い

う
大
ま
か
な
数
字
だ
け
で
、
端

数
は
示
さ
れ
ず
、
ま
た
患
者
で

は
な
く
有
病
者
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
い
る
の
に
は
理
由
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
糖
尿
病
だ
け

に
絞
っ
た
調
査
で
は
な
く
、
厚

労
省
が
４
年
に
１
度
行
っ
て
い

る
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
を
基

に
し
た
推
計
だ
か
ら
で
す
。
ど

う
し
て
有
病
者
と
し
た
か
の
集

計
法
は
か
な
り
難
解
な
の
で
割

愛
し
、
公
表
さ
れ
た
数
字
を
基

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
同
時
に
、
有
病
者
と
は
言
え

な
い
も
の
の
、
糖
尿
病
で
あ
る

可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
人
、

い
わ
ゆ
る
予
備
軍
も
１
千
万
人

に
上
る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
前
回
よ
り
１
０
０
万

人
減
っ
て
い
ま
す
が
、
有
病
者

と
予
備
軍
の
双
方
を
合
わ
せ
る

と
２
千
万
人
に
な
る
の
で
す
か

ら
、
こ
れ
は
由
々
し
き
数
字
と

言
え
ま
す
。
日
本
で
は
以
前
か

ら
、
成
人
の
５
人
に
１
人
以
上

が
か
か
る
病
気
を
国
民
病
と

言
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す

が
、
糖
尿
病
も
そ
の
１
つ
に

な
っ
た
と
い
う
説
も
浮
上
し
て

い
ま
す
。

　
糖
尿
病
と
は
膵
臓
か
ら
分
泌

さ
れ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
に

支
障
が
生
じ
、
血
糖
値
の
高
く

な
る
病
気
で
、
１
型
と
２
型
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

　
１
型
は
子
供
や
若
年
者
に
多

く
、全
体
の
１
割
ほ
ど
で
す
が
、

膵
臓
の
細
胞
が
破
壊
さ
れ
る
の

で
日
常
的
に
イ
ン
ス
リ
ン
の
注

射
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
一
方
、

残
り
９
割
を
占
め
る
２
型
は
中

高
年
者
に
多
く
、
一
般
的
に
糖

尿
病
と
言
え
ば
２
型
の
こ
と
で

す
。
加
齢
や
喫
煙
の
ほ
か
、
過

食
、
運
動
不
足
、
ス
ト
レ
ス
な

ど
が
発
症
の
引
き
金
に
な
り
ま

す
。

　
２
型
を
性
別
で
見
れ
ば
や
は

り
男
性
に
多
く
、
今
回
の
調
査

で
も
男
性
は
50
歳
代
で
１
２
・

６
％
、
60
歳
代
で
２
１
・
８
％
、

70
歳
以
上
で
２
３
・
２
％
が
有

病
者
で
し
た
。
女
性
の
有
病
者

は
50
歳
代
が
６
・
１
％
、
60
歳

代
が
１
２
・
０
％
、
70
歳
以
上

が
１
６
・
８
％
で
し
た
。

本
体
そ
の
も
の
よ
り
も
、
合
併

症
の
方
が
は
る
か
に
怖
い
病
気

　
先
述
の
通
り
糖
尿
病
と
は
血

糖
値
の
高
い
状
態
が
続
く
病
気

で
、
そ
れ
自
体
は
「
痛
く
も
痒

く
も
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
怖
い
の
は
放
置
し
て
い

る
と
出
現
し
て
く
る
合
併
症
で

す
。
こ
れ
は
糖
尿
病
が
原
因
で

起
き
る
別
の
病
気
の
こ
と
で
、

特
に
網
膜
症
、
神
経
症
、
腎
症

が
３
大
合
併
症
と
さ
れ
、
一
般

の
人
に
分
か
り
か
り
や
す
い
よ

う
に
「
目
に
来
る
、足
に
来
る
、

腎
に
来
る
」
と
警
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
初
め
の
網
膜
症
は
、
網
膜
に

出
血
な
ど
の
障
害
が
起
き
て
視

力
が
低
下
し
て
い
き
、
年
間
に

約
３
千
人
も
が
失
明
に
至
っ
て

い
ま
す
。
次
の
神
経
症
と
は
、

全
身
の
末
梢
神
経
に
血
液
が
届

か
な
く
な
る
た
め
に
発
症
す
る

病

気

で

す
。
特

に

足

先

は

ち
ょ
っ
と
し
た
傷
や
水
虫
か
ら

も
壊
疽
に
進
行
し
、
治
療
法
が

な
い
た
め
年
間
に
２
万
人
近
く

が
切
断
手
術
を
受
け
て
い
ま

す
。
最
後
の
腎
症
は
、
腎
臓
の

小
さ
な
血
管
が
詰
ま
っ
て
自
力

で
は
尿
を
作
れ
な
く
な
る
病
気

で
、
人
工
透
析
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
現
在
の
透
析
患
者
は
約

33
万
人
で
す
が
、
そ
の
う
ち
約

44
％
は
糖
尿
病
性
で
、
年
間
に

ほ
ぼ
５
千
人
の
ペ
ー
ス
で
増
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
の
怖
い
合
併
症
と

し
て
は
、
生
命
の
危
機
に
直
結

す
る
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
高
血
糖
の
状
態

が
長
く
続
く
と
動
脈
硬
化
が
進

み
、
血
液
の
通
り
道
が
狭
く
な

る
上
に
血
栓
が
で
き
て
、
脳
や

心
臓
の
細
胞
に
酸
素
や
栄
養
が

届
か
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
こ

の
動
脈
硬
化
は
、
全
て
の
病
気

に
大
な
り
小
な
り
関
わ
っ
て
き

ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
有
病
者
１

千
万
人
の
う
ち
２
３
・
４
％
、

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

大
谷

　克
弥

懸
念
さ
れ
て
い
た
糖
尿
病
の
有
病
者
が
、

　
　
　
　
　
初
め
て
１
千
万
人
の
大
台
に

健康情報

つ
ま
り
、
２
３
４
万
人
も
が
何

ら
治
療
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
、
国
を
愕
然

と
さ
せ
ま
し
た
。
予
備
軍
を
加

え
る
と
そ
の
倍
に
な
る
の
で
す

か
ら
、
糖
尿
病
と
は
何
か
、
ど

う
対
処
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、

中
高
年
の
方
々
は
基
本
的
な
知

識
を
身
に
付
け
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
初
期
だ
と
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
厄
介
な
病

気
な
の
で
す
が
、
分
か
り
や
す

い
説
明
と
し
て
「
３
多
１
少
に

ご
用
心
」
と
言
わ
れ
ま
す
「
３

多
」
と
は
「
喉
が
渇
く
の
で
水

を
多
く
飲
む
」
「
従
っ
て
ト
イ

レ
の
回
数
が
多
く
な
る
」
「
お

腹
が
空
い
て
多
く
食
べ
る
」
こ

と
で
す
。

　
多
食
す
る
の
で
必
然
的
に
初

め
は
太
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
れ

が
「
１
少
」、
つ
ま
り
体
重
が

少
な
く
な
っ
て
く
る
と
重
大
な

赤
信
号
で
す
。
食
べ
た
栄
養
は

尿
に
混
じ
っ
て
流
失
し
て
し
ま

う
の
で
、
筋
肉
の
た
ん
ぱ
く
質

や
脂
肪
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
す

る
よ
う
に
と
脳
か
ら
指
令
が
出

て
、
痩
せ
て
い
き
ま
す
。
食
べ

て
も
ス
リ
ム
に
な
る
の
で
す
か

ら
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
せ
い
な
ど

で
は
な
く
、
寿
命
が
減
っ
て
い

く
こ
と
だ
と
覚
え
ま
し
ょ
う
。
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経営のヒント経営のヒント
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経営のヒント経営のヒント
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小学生の税に関する絵はがきコンクール

　このコンクールは法人会の租税教育活動の一環として、高崎税務署管内の小学６年生を対象に行われ、

応募総数3,181点の中から、82点が入賞しました。そのうち、最優秀賞他11点を裏表紙に、優秀賞10点、女

性部会賞５点をこの項にてご紹介いたします。

　入賞作品は２～３月の確定申告期間中に確定申告会場前にて展示を行いました。また、応募いただいた

作品は下記の日程にて展示を行います。

◆高崎市役所　　　　　　　　　　　８月20日～８月26日

◆渋川市中央公民館　　　　　　　　７月29日～８月２日

◆安中市文化センター　　　　　　　７月24日～８月７日

◆高崎市役所群馬支所　　　　　　　８月６日～８月20日

◆吉岡町文化センター　　　　　　　７月23日～７月30日

◆榛東村南部コミュニティセンター　７月19日～７月27日

（平成30年度卒業生の作品）

　同じ温度でも風があると人は涼しく
感じます。エアコンと扇風機を一緒に
使って体感温度を下げましょう。冷た
い空気は下へ溜まりやすくなるので、
扇風機をエアコンと向かい合わせて置
き、頭を上に向けると効果的です。
　また、帰宅したらまず窓やドアを 2
カ所以上開けて風の通り道を作り、こ
もった熱気を外に出してからエアコン
を使うと、より冷気が循環しやすくな
ります。

風の通り道を作ろう！

「いちご」のネーミングは、2011年夏の節電目標「15％」に由来しています。いちごは「毎
年実をつける多年草」であり「全国各地で広く栽培」されます。そのイメージを、
毎年女性部会が全国的に継続して取り組む社会貢献活動に重ねました。

「いちごプロジェクト」とは？

①室温 28℃を心がける。
②“すだれ”や“よしず”などで窓から

の日差しを和らげる。
③無理のない範囲でエアコンを消し、

扇風機を使用する。
④日中は不要な照明を消す。
⑤テレビは省エネモードにするととも

に、画面の輝度を下げ、必要な時以
外は消す。

⑥炊飯器は朝にタイマーで１日分まと
めて炊いて、冷蔵庫等に保存する。

⑦冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、
扉を開ける時間をできるだけ減ら
し、食品を詰め込みすぎないように
する。

⑧温水洗浄便座の温水のオフ機能、タ
イマー節電機能を利用する。

　上記の機能がない場合、使わない時
はコンセントからプラグを抜く。

⑨リモコンではなく、本体の電源を切
る。

基本となる９のメニュー

小学生の税に関する絵はがきコンクール

渋川市立古巻小学校
大　泉　利　仁 さん

榛東村立北小学校
千木良　心　優 さん

高崎市立長野小学校
善養寺　仁　愛 さん

高崎市立寺尾小学校
菅　原　瑞　規 さん

高崎市立西小学校
三田村　咲　来 さん

高崎市立北部小学校
松　本　逢　夢 さん

　涼しい部屋を作るには直射日光を防
ぐことが重要です。窓にすだれを掛け
たりグリーンカーテンを作って日陰を作
ると、見た目も涼しげで素敵なインテリ
アになります。断熱フィルムや遮光カー
テンを利用しても効果があります。
　ビー玉やおはじきを入れた金魚鉢を
飾ったり、昔ながらの風鈴や水につけ
て使う和紙の水うちわなど、目や耳で
涼しさを楽しむのもオススメです。

直射日光を避けて涼しい部屋を作ろう！

高崎市立馬庭小学校
五十里　詩　音 さん

高崎市立国府小学校
小　林　奏　乃 さん

渋川市立渋川北小学校
藤　川　陽　風 さん

みんなで出来る夏の節電対策

高崎市立金古小学校
成　願　ひなの さん

渋川市立中郷小学校
針　塚　美　瑠 さん

高崎市立中室田小学校
野　尻　柚　葉 さん

高崎市立北部小学校
石　井　愛　奈 さん

安中市立西横野小学校
五　明　奏　那 さん

渋川市立豊秋小学校
劔　持　七　碧 さん

第10回小学生の税に関する
絵はがきコンクール

～  女性部会  ～

優秀賞・女性部会賞作品（15 点）
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秀
賞
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賞
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秀
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女
性
部
会
賞



１４法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３ １３法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３

小学生の税に関する絵はがきコンクール

　このコンクールは法人会の租税教育活動の一環として、高崎税務署管内の小学６年生を対象に行われ、

応募総数3,181点の中から、82点が入賞しました。そのうち、最優秀賞他11点を裏表紙に、優秀賞10点、女

性部会賞５点をこの項にてご紹介いたします。

　入賞作品は２～３月の確定申告期間中に確定申告会場前にて展示を行いました。また、応募いただいた

作品は下記の日程にて展示を行います。

◆高崎市役所　　　　　　　　　　　８月20日～８月26日

◆渋川市中央公民館　　　　　　　　７月29日～８月２日

◆安中市文化センター　　　　　　　７月24日～８月７日

◆高崎市役所群馬支所　　　　　　　８月６日～８月20日

◆吉岡町文化センター　　　　　　　７月23日～７月30日

◆榛東村南部コミュニティセンター　７月19日～７月27日

（平成30年度卒業生の作品）

　同じ温度でも風があると人は涼しく
感じます。エアコンと扇風機を一緒に
使って体感温度を下げましょう。冷た
い空気は下へ溜まりやすくなるので、
扇風機をエアコンと向かい合わせて置
き、頭を上に向けると効果的です。
　また、帰宅したらまず窓やドアを 2
カ所以上開けて風の通り道を作り、こ
もった熱気を外に出してからエアコン
を使うと、より冷気が循環しやすくな
ります。

風の通り道を作ろう！

「いちご」のネーミングは、2011年夏の節電目標「15％」に由来しています。いちごは「毎
年実をつける多年草」であり「全国各地で広く栽培」されます。そのイメージを、
毎年女性部会が全国的に継続して取り組む社会貢献活動に重ねました。

「いちごプロジェクト」とは？

①室温 28℃を心がける。
②“すだれ”や“よしず”などで窓から

の日差しを和らげる。
③無理のない範囲でエアコンを消し、

扇風機を使用する。
④日中は不要な照明を消す。
⑤テレビは省エネモードにするととも

に、画面の輝度を下げ、必要な時以
外は消す。

⑥炊飯器は朝にタイマーで１日分まと
めて炊いて、冷蔵庫等に保存する。

⑦冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、
扉を開ける時間をできるだけ減ら
し、食品を詰め込みすぎないように
する。

⑧温水洗浄便座の温水のオフ機能、タ
イマー節電機能を利用する。

　上記の機能がない場合、使わない時
はコンセントからプラグを抜く。

⑨リモコンではなく、本体の電源を切
る。

基本となる９のメニュー

小学生の税に関する絵はがきコンクール

渋川市立古巻小学校
大　泉　利　仁 さん

榛東村立北小学校
千木良　心　優 さん

高崎市立長野小学校
善養寺　仁　愛 さん

高崎市立寺尾小学校
菅　原　瑞　規 さん

高崎市立西小学校
三田村　咲　来 さん

高崎市立北部小学校
松　本　逢　夢 さん

　涼しい部屋を作るには直射日光を防
ぐことが重要です。窓にすだれを掛け
たりグリーンカーテンを作って日陰を作
ると、見た目も涼しげで素敵なインテリ
アになります。断熱フィルムや遮光カー
テンを利用しても効果があります。
　ビー玉やおはじきを入れた金魚鉢を
飾ったり、昔ながらの風鈴や水につけ
て使う和紙の水うちわなど、目や耳で
涼しさを楽しむのもオススメです。

直射日光を避けて涼しい部屋を作ろう！

高崎市立馬庭小学校
五十里　詩　音 さん

高崎市立国府小学校
小　林　奏　乃 さん

渋川市立渋川北小学校
藤　川　陽　風 さん

みんなで出来る夏の節電対策

高崎市立金古小学校
成　願　ひなの さん

渋川市立中郷小学校
針　塚　美　瑠 さん

高崎市立中室田小学校
野　尻　柚　葉 さん

高崎市立北部小学校
石　井　愛　奈 さん

安中市立西横野小学校
五　明　奏　那 さん

渋川市立豊秋小学校
劔　持　七　碧 さん

第10回小学生の税に関する
絵はがきコンクール

～  女性部会  ～

優秀賞・女性部会賞作品（15 点）
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会員企業紹介

安　中

有
限
会
社

　美
輪
興
産

会
員
企
業
紹
介

一
、
所
在
地

安
中
市
中
宿
一
一
三
三

－

四

℡
〇
二
七

－

三
八
二

－

五
〇
七
五

二
、
事
業
概
要
・
会
社
Ｐ
Ｒ

　
当
社
は
鋼
材
の
切
断
、
穴

空
け
、
曲
げ
等
の
加
工
を
し

た
も
の
を
立
体
的
に
組
み
上

げ
、
溶
接
で
仕
上
げ
る
製
缶

業
を
営
む
企
業
で
す
。
安
中

市
で
昭
和
52
年
に
私
の
父
が

創
業
し
、
平
成
10
年
に
承
継

し
ま
し
た
。
本
社
は
安
中
市

中
秋
間
で
す
が
、
営
業
所
は

安
中
市
中
宿
１
０
６
９
に
旧

工
場
、
平
成
25
年
よ
り
所
在

地
記
載
の
住
所
に
新
工
場
・

事
務
所
を
設
立
し
、
私
を
含

め
７
名
で
営
業
を
し
て
お
り

ま
す
。

三
、
経
営
理
念

　
製
缶
業
と
い
う
と
タ
ン
ク

や
水
槽
が
連
想
さ
れ
ま
す

が
、
他
に
も
コ
ン
ベ
ヤ
ー
、

ダ
ク
ト
、
通
路
・
手
摺
の
製

作
も
行
い
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
で

設
計
行
い
、
加
工
か
ら
現
場

施
行
ま
で
、
工
場
や
建
物
の

製
缶
に
お
け
る
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と

で
、
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
良

い
仕
事
を
行
な
う
こ
と
を
心

掛
け
て
お
り
ま
す
。

代
表
取
締
役

　
　
舟
田
　
洋
介

弊社施行の工場内手すり弊社施行の工場内手すり

工場外観工場外観

　
青
年
部
会
（
竹
内
一
普
部
会

長
）
は
、
六
月
十
二
日
㈬
、
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎
に

お
い
て
令
和
元
年
度
定
時
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
ご
来
賓
と
部
会
員
他

を
含
め
、約
八
十
名
が
出
席
し
、

次
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案
第
一
号
　
30
年
度
収
支

決
算
承
認
の
件

○
議
案
第
二
号
　
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
の
件

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は
、
再
任
・
新
任
含
め
四
十

五
名
の
理
事
と
三
名
の
監
事
の

就
任
が
承
認
可
決
さ
れ
、
部
会

長
に
北
形
信
也
氏
（
高
崎
）、

副
部
会
長
に
横
田
裕
正
氏
（
高

崎
）、
三
澤
俊
之
氏
（
安
中
）、

田
子
英
介
（
渋
川
）、
鈴
木
明

弘
氏
（
箕
郷
）
の
五
名
を
選
任

し
ま
し
た
。

　
総
会
講
演
会
は
、
富
士
通
㈱

の
理
事
で
あ
り
、
主
席
エ
バ
ン

ジ
ェ
リ
ス
ト
を
務
め
る
、
中
山

五
輪
男
氏
を
お
招
き
し
、
「
Ａ

Ｉ
が
創
り
だ
す
今
後
30
年
間
の

世
界
」
の
演
題
で
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
交
流
会
を
行
い
、

参
加
者
相
互
の
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

～
令
和
元
年
度 

定
時
総
会
～

　新
部
会
長
に
北
形
氏
を
選
任

青年部会

　
女
性
部
会
は
、
六
月
十
九
日

㈬
マ
リ
エ
ー
ル
高
崎
に
お
い
て
、

定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
定
時
総
会
は
、
高

崎
税
務
署
長 

田
中
正
治
様
、
本

会
会
長 

横
田
貞
一
様
を
は
じ
め

多
数
の
ご
来
賓
と
本
会
役
員
、

部
会
員
合
わ
せ
て
約
一
〇
〇
名

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
の
議
案
及
び
報
告
事
項
が

承
認
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案
第
一
号
　

　
30
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

○
報
告
第
一
号
　

　
30
年
度
事
業
報
告

○
報
告
第
二
号
　

　
元
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算

○
議
案
第
二
号

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

の
件

　
役
員
改
選
で
は
、
再
任
・
新

任
を
含
め
四
十
三
名
の
理
事
と

三
名
の
監
事
の
就
任
が
承
認
可

決
さ
れ
、
部
会
長
に
岩
井
加
代

子
氏
（
高
崎
・
再
任
）
副
部
会

長
に
岡
田
美
智
子
氏
（
高
崎
・

再
任
）
佐
藤
貴
江
氏
（
高
崎
・

新
任
）
坂
田
タ
エ
子
氏
（
渋
川
・

再
任
）
飯
野
晶
子
氏
（
伊
香
保
・

再
任
）
新
井
禎
子
氏
（
吉
岡
・

再
任
）
小
野
関
と
し
え
氏
（
榛

東
・
再
任
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
、
群
馬
県
在
住
で

あ
る
津
軽
三
味
線
奏
者
の
小
山

慶
一
・
小
山
慶
宗
兄
弟
を
お
迎

え
し
、
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
津
軽
の
歴
史
を
伝
え
る
演

奏
か
ら
始
ま
り
、
現
代
に
つ
な

が
る
音
楽
へ
と
音
の
可
能
性
の

広
が
り
を
感
じ
さ
せ
、
会
場
を

ひ
と
つ
に
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
高
崎
市
長 

富
岡

賢
治
様
に
ご
臨
席
頂
き
交
流
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
賑
や
か
に

異
業
種
交
流
も
含
め
た
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

女性部会

令
和
元
年

　定
時
総
会
を
開
催

　
　
　
　
　岩
井
部
会
長
を
再
任

部会だより

北形新部会長北形新部会長

講師：中山五輪男氏講師：中山五輪男氏

群　馬

有
限
会
社
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン

会
員
企
業
紹
介

一
、
所
在
地

高
崎
市
引
間
町
一
二
三

－

一

℡
〇
二
七

－

三
六
〇

－

六
二
六
〇

FAX
〇
二
七

－

三
六
〇

－

六
二
六
一

二
、
事
業
概
要
・
会
社
Ｐ
Ｒ

　
当
社
は
、
高
崎
市
旧
群
馬

町
で
総
合
広
告
業
を
営
ん
で

お
り
ま
す
。

　
チ
ラ
シ
・
Ｄ
Ｍ
・
各
種

カ
ー
ド
・
カ
タ
ロ
グ
・
名

刺
・
メ
ニ
ュ
ー
等
の
紙
製
品

を
得
意
と
し
て
お
り
、
お
客

様
と
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ

の
元
、
本
当
に
効
果
的
な
デ

ザ
イ
ン
を
提
供
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
特
殊
製
品
と
し
て

金
銀
白
の
印
刷
物
の
制
作
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

三
、
経
営
理
念

　
私
た
ち
は
広
告
創
造
企
業

と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ

て
お
客
様
の
仕
事
の
成
長
に

寄
与
し
ま
す
。
販
売
に
関
す

る
こ
と
は
ど
ん
な
事
で
も
解

決
す
る
と
い
う
信
念
を
持

ち
、
魅
力
的
な
企
画
と
デ
ザ

イ
ン
を
提
案
し
ま
す
。
「
ア

ド
バ
ル
ー
ン
は
魔
法
使
い
」

で
す
。
地
域
・
社
会
の
発
展

の
為
、
私
た
ち
は
お
客
様
に

成
長
と
繁
栄
の
魔
法
を
懸
け

続
け
ま
す
。

代表取締役

高橋邦夫



１６法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３ １５法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３

会員企業紹介

安　中

有
限
会
社

　美
輪
興
産

会
員
企
業
紹
介

一
、
所
在
地

安
中
市
中
宿
一
一
三
三

－

四

℡
〇
二
七

－

三
八
二

－

五
〇
七
五

二
、
事
業
概
要
・
会
社
Ｐ
Ｒ

　
当
社
は
鋼
材
の
切
断
、
穴

空
け
、
曲
げ
等
の
加
工
を
し

た
も
の
を
立
体
的
に
組
み
上

げ
、
溶
接
で
仕
上
げ
る
製
缶

業
を
営
む
企
業
で
す
。
安
中

市
で
昭
和
52
年
に
私
の
父
が

創
業
し
、
平
成
10
年
に
承
継

し
ま
し
た
。
本
社
は
安
中
市

中
秋
間
で
す
が
、
営
業
所
は

安
中
市
中
宿
１
０
６
９
に
旧

工
場
、
平
成
25
年
よ
り
所
在

地
記
載
の
住
所
に
新
工
場
・

事
務
所
を
設
立
し
、
私
を
含

め
７
名
で
営
業
を
し
て
お
り

ま
す
。

三
、
経
営
理
念

　
製
缶
業
と
い
う
と
タ
ン
ク

や
水
槽
が
連
想
さ
れ
ま
す

が
、
他
に
も
コ
ン
ベ
ヤ
ー
、

ダ
ク
ト
、
通
路
・
手
摺
の
製

作
も
行
い
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
で

設
計
行
い
、
加
工
か
ら
現
場

施
行
ま
で
、
工
場
や
建
物
の

製
缶
に
お
け
る
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と

で
、
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
良

い
仕
事
を
行
な
う
こ
と
を
心

掛
け
て
お
り
ま
す
。

代
表
取
締
役

　
　
舟
田
　
洋
介

弊社施行の工場内手すり弊社施行の工場内手すり

工場外観工場外観

　
青
年
部
会
（
竹
内
一
普
部
会

長
）
は
、
六
月
十
二
日
㈬
、
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
高
崎
に

お
い
て
令
和
元
年
度
定
時
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
は
ご
来
賓
と
部
会
員
他

を
含
め
、約
八
十
名
が
出
席
し
、

次
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案
第
一
号
　
30
年
度
収
支

決
算
承
認
の
件

○
議
案
第
二
号
　
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
の
件

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は
、
再
任
・
新
任
含
め
四
十

五
名
の
理
事
と
三
名
の
監
事
の

就
任
が
承
認
可
決
さ
れ
、
部
会

長
に
北
形
信
也
氏
（
高
崎
）、

副
部
会
長
に
横
田
裕
正
氏
（
高

崎
）、
三
澤
俊
之
氏
（
安
中
）、

田
子
英
介
（
渋
川
）、
鈴
木
明

弘
氏
（
箕
郷
）
の
五
名
を
選
任

し
ま
し
た
。

　
総
会
講
演
会
は
、
富
士
通
㈱

の
理
事
で
あ
り
、
主
席
エ
バ
ン

ジ
ェ
リ
ス
ト
を
務
め
る
、
中
山

五
輪
男
氏
を
お
招
き
し
、
「
Ａ

Ｉ
が
創
り
だ
す
今
後
30
年
間
の

世
界
」
の
演
題
で
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
交
流
会
を
行
い
、

参
加
者
相
互
の
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

～
令
和
元
年
度 

定
時
総
会
～

　新
部
会
長
に
北
形
氏
を
選
任

青年部会

　
女
性
部
会
は
、
六
月
十
九
日

㈬
マ
リ
エ
ー
ル
高
崎
に
お
い
て
、

定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
部
の
定
時
総
会
は
、
高

崎
税
務
署
長 

田
中
正
治
様
、
本

会
会
長 

横
田
貞
一
様
を
は
じ
め

多
数
の
ご
来
賓
と
本
会
役
員
、

部
会
員
合
わ
せ
て
約
一
〇
〇
名

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
の
議
案
及
び
報
告
事
項
が

承
認
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案
第
一
号
　

　
30
年
度
収
支
決
算
承
認
の
件

○
報
告
第
一
号
　

　
30
年
度
事
業
報
告

○
報
告
第
二
号
　

　
元
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算

○
議
案
第
二
号

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

の
件

　
役
員
改
選
で
は
、
再
任
・
新

任
を
含
め
四
十
三
名
の
理
事
と

三
名
の
監
事
の
就
任
が
承
認
可

決
さ
れ
、
部
会
長
に
岩
井
加
代

子
氏
（
高
崎
・
再
任
）
副
部
会

長
に
岡
田
美
智
子
氏
（
高
崎
・

再
任
）
佐
藤
貴
江
氏
（
高
崎
・

新
任
）
坂
田
タ
エ
子
氏
（
渋
川
・

再
任
）
飯
野
晶
子
氏
（
伊
香
保
・

再
任
）
新
井
禎
子
氏
（
吉
岡
・

再
任
）
小
野
関
と
し
え
氏
（
榛

東
・
再
任
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
、
群
馬
県
在
住
で

あ
る
津
軽
三
味
線
奏
者
の
小
山

慶
一
・
小
山
慶
宗
兄
弟
を
お
迎

え
し
、
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
津
軽
の
歴
史
を
伝
え
る
演

奏
か
ら
始
ま
り
、
現
代
に
つ
な

が
る
音
楽
へ
と
音
の
可
能
性
の

広
が
り
を
感
じ
さ
せ
、
会
場
を

ひ
と
つ
に
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
高
崎
市
長 

富
岡

賢
治
様
に
ご
臨
席
頂
き
交
流
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。
賑
や
か
に

異
業
種
交
流
も
含
め
た
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

女性部会

令
和
元
年

　定
時
総
会
を
開
催

　
　
　
　
　岩
井
部
会
長
を
再
任

部会だより

北形新部会長北形新部会長

講師：中山五輪男氏講師：中山五輪男氏

群　馬

有
限
会
社
ア
ド
・
バ
ル
ー
ン

会
員
企
業
紹
介

一
、
所
在
地

高
崎
市
引
間
町
一
二
三

－

一

℡
〇
二
七

－

三
六
〇

－

六
二
六
〇

FAX
〇
二
七

－

三
六
〇

－

六
二
六
一

二
、
事
業
概
要
・
会
社
Ｐ
Ｒ

　
当
社
は
、
高
崎
市
旧
群
馬

町
で
総
合
広
告
業
を
営
ん
で

お
り
ま
す
。

　
チ
ラ
シ
・
Ｄ
Ｍ
・
各
種

カ
ー
ド
・
カ
タ
ロ
グ
・
名

刺
・
メ
ニ
ュ
ー
等
の
紙
製
品

を
得
意
と
し
て
お
り
、
お
客

様
と
の
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ

の
元
、
本
当
に
効
果
的
な
デ

ザ
イ
ン
を
提
供
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
特
殊
製
品
と
し
て

金
銀
白
の
印
刷
物
の
制
作
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

三
、
経
営
理
念

　
私
た
ち
は
広
告
創
造
企
業

と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
を
通
じ

て
お
客
様
の
仕
事
の
成
長
に

寄
与
し
ま
す
。
販
売
に
関
す

る
こ
と
は
ど
ん
な
事
で
も
解

決
す
る
と
い
う
信
念
を
持

ち
、
魅
力
的
な
企
画
と
デ
ザ

イ
ン
を
提
案
し
ま
す
。
「
ア

ド
バ
ル
ー
ン
は
魔
法
使
い
」

で
す
。
地
域
・
社
会
の
発
展

の
為
、
私
た
ち
は
お
客
様
に

成
長
と
繁
栄
の
魔
法
を
懸
け

続
け
ま
す
。

代表取締役

高橋邦夫



１８法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３ １７法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３

地区会だより

　
天
文
台
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
長
ら
く
使
用
す
る
こ
と
が

叶
わ
な
か
っ
た
望
遠
鏡
本
体
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
や
、
架
台
部

分
に
自
動
導
入
装
置
（
パ
ソ
コ

ン
上
で
見
た
い
天
体
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
自
動
的
に
導
入
で
き

る
）
を
付
加
す
る
な
ど
の
改
修

を
行
い
移
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
建
物
は
勾
配
緩
や
か
な
ス

ロ
ー
プ
、
段
差
を
な
く
し
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
と
し
、
望
遠

鏡
の
接
眼
部
を
延
長
す
る
装
置

（
ワ
ン
ダ
ー
ア
イ
）
を
装
備
し

て
小
さ
な
お
子
様
や
車
い
す
の

方
も
そ
の
ま
ま
星
空
を
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
倉
渕
の
美
し
い
星
空
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

　
平
成
31
年
３
月
16
日
、
「
く

ら
ぶ
ち
こ
ど
も
天
文
台
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ド
ー
ム
内
に
設
置
さ
れ
た
30

㎝
の
反
射
望
遠
鏡
は
、
昭
和
59

年
に
中
央
公
民
館
に
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
隣
接
す
る
少
年
科

学
館
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
天
体
観
測
ド
ー

ム
が
修
理
不
可
能
な
ほ
ど
損
傷

し
、
貴
重
な
望
遠
鏡
が
使
用
で

き
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
昨
年
倉
渕
地
域
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
倉
渕
水
沼
公

園
」
が
、
街
明
か
り
の
影
響
が

少
な
く
天
体
観
察
に
適
し
た
場

所
で
あ
り
、
ま
た
ト
イ
レ
や
駐

車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
天
文
台
を
整
備
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

く
ら
ぶ
ち
こ
ど
も
天
文
台

倉渕

　
箕
郷
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
は
、

毎
年
７
月
の
最
終
日
曜
日
に
、

ふ
れ
あ
い
公
園
（
高
崎
市
箕
郷

町
西
明
屋
７
４
０
）
を
会
場
に

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
箕
郷
の
夏
の
風
物
詩
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
箕
郷
ふ
る

さ
と
夏
祭
り
の
目
玉
は
、
花
火

大
会
で
す
。わ
ず
か
30
分
間
で
、

間
髪
入
れ
ず
に
約
２
，
０
０
０

発
を
一
気
に
打
ち
上
げ
る
為
、

特
に
終
盤
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
の

迫
力
は
圧
巻
で
す
。
ま
た
、
会

場
周
辺
の
善
地
展
望
台
等
か
ら

は
花
火
を
見
上
げ
る
の
で
は
な

く
、
目
線
と
同
じ
よ
う
な
高
さ

で
、
花
火
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
花
火
大
会
以
外
に
も
、
日
中

は
、
地
元
消
防
団
に
よ
る
神
輿

や
自
治
会
の
山
車
が
巡
行
す
る

ほ
か
、
商
工
会
青
年
部
や
商
工

会
女
性
部
に
よ
る
売
店
や
ふ
わ

ふ
わ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
子
供
向
け
ヒ
ー

ロ
ー
シ
ョ
ー
や
地
元
有
志
に
よ

る
ダ
ン
ス
等
、
様
々
な
催
し
が

実
施
さ
れ
、
毎
年
、
多
く
の
方

で
賑
わ
い
ま
す
。
今
年
の
第
39

回
箕
郷
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
は
、

７
月
28
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

募集代理店
 (有)井田総合ビジネス

〒370-0069 群馬県高崎市飯塚町 469-2 
〈営業時間〉祝日定休
月～土曜日　 9:00～18:00
　　　日曜日　10:00～18:00

※日曜日は月１回程度お休みをいただくことがあります

0120-0269
アフラック

-17
い～な

土日
営業

http://www.idasogo.co.jp

箕
郷
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

箕郷

す
。

　
瀧
沢
石
器
時
代
遺
跡
で
は
現

在
ま
で
に
、
縄
文
時
代
の
住
居

跡
15
軒
、
平
安
時
代
の
住
居
跡

７
軒
の
他
縄
文
時
代
後
晩
期
の

大
規
模
な
配
石
遺
構
（
環
状
列

石
）
・
中
後
期
の
集
石
遺
構
や

盛
土
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
配
石
遺
構
（
環
状
列

石
）
は
、
直
径
30
ｍ
以
上
の
大

規
模
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
環

状
列
石
の
西
端
部
で
は
大
石
棒

を
伴
う
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
石
棒
祭

祀
跡
を
中
心
に
石
棒
・
石
剣
・

土
偶
な
ど
の
祭
祀
用
具
や
石
器

が
数
多
く
発
見
さ
れ
縄
文
時
代

の
信
仰
の
姿
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　
瀧
沢
石
器
時
代
遺
跡
は
、
赤

城
山
の
西
麓
に
広
が
る
台
地
上

に
位
置
し
、
旧
石
器
・
縄
文
・

弥
生
・
古
墳
・
平
安
時
代
に
か

け
て
の
複
合
集
落
遺
跡
で
す
。

　
大
正
15
年
に
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
長
さ
１
ｍ
、
重
さ
60
㎏

を
超
え
る
大
石
棒
・
炉
跡
を
中

心
と
し
た
住
居
跡
・
配
石
遺
構

等
が
発
見
さ
れ
、
昭
和
２
年
に

は
約
13
　ha
の
用
地
が
国
指
定
史

跡
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
く
に
、
「
湧
玉
」
と
呼
ば

れ
る
湧
水
が
あ
り
、
現
在
も
豊

富
な
水
量
を
保
っ
て
お
り
、
当

時
の
景
観
を
忍
ば
せ
て
い
ま

国
指
定
遺
跡

瀧
沢
石
器
時
代
遺
跡

赤城

大石棒（渋川市ＨＰより）

（群馬県埋蔵文化財調査事業団ＨＰより）

地区会だより
新会員・部会員紹介

①法人名　　②代表者・部会員名　　③所在地　　④業種

会社名、住所、代表者、資本金等に変更がございましたら、事務局へご一報ください。

新会員・部会員紹介

高崎

① （一財）あんしん財団群馬支局
② 石原　道浩
③ 高崎市八島町
④ 特定保険業

高崎

① ㈱エレメント電子商事
② 成田　詩郎
③ 高崎市上豊岡町
④ プリント基板製造

高崎

① ㈱佐々木工業
② 石川　岳史
③ 高崎市八幡原町
④ 建設業

高崎

① ㈱上信観光バス
② 木内　幸一
③ 高崎市芝塚町
④ 一般貸切旅客自動車運送事業

高崎

① ㈱Ｉ－ＷＯＲＫＳ
② 市野　　聡
③ 高崎市下豊岡町
④ 建設業

高崎

① ㈱ディ・アーズ
② 横尾　通世
③ 高崎市江木町
④ 小売業

安中

① 松廣工業㈱
② 松本　廣幸
③ 安中市大竹
④ 総合建設業

松井田

① ㈱ジュリン
② 宇佐美太基
③ 安中市松井田町松井田
④ 建設業

箕郷

① ホルモン まつき屋
② 近藤　貴範
③ 高崎市箕郷町西明屋
④ 飲食店

吉岡

① ㈲南風コーポレーション
② 塩野　　明
③ 北群馬郡吉岡町漆原
④ 不動産取引業

高崎

① 積水ハウス㈱群馬支店
② 関田　文夫
③ 前橋市天川大島町
④ 住宅建設販売

倉渕

① ㈱中澤設備
② 中澤　　守
③ 高崎市倉渕町権田
④ 配管工

女性－高崎

① ㈱ディ・アーズ
② 横尾　通世
③ 高崎市江木町
④ 小売業

青年－高崎

① （一財）あんしん財団群馬支局
② 石原　道浩
③ 高崎市八島町
④ 特定保険業

青年－高崎

① 積水ハウス㈱群馬支店
② 田村　　学
③ 前橋市天川大島町
④ 住宅建設販売

倉渕

① アクツエンタープライズ㈱
② 阿久津　聡
③ 高崎市倉渕町権田
④ 飲食業

青年－箕郷

① ホルモン まつき屋
② 近藤　貴範
③ 高崎市箕郷町西明屋
④ 飲食店

青年－吉岡

① ㈲石子製作所
② 石子　英樹
③ 北群馬郡吉岡町小倉
④ 製造業

青年－吉岡

① 上毛緑産工業㈱
② 髙橋　京悠
③ 北群馬郡吉岡町小倉
④ 建設業

青年－吉岡

① ㈲南風コーポレーション
② 塩野　　明
③ 北群馬郡吉岡町漆原
④ 不動産取引業

青年－箕郷

① ㈱岡田工務店
② 岡田　光正
③ 高崎市箕郷町矢原
④ 建設業

問い合わせ先
（一社）高崎法人会　事務局
〒370-0006
高崎市問屋町2-7-8 506号
電　話 027-363-4526
ＦＡＸ 027-363-4576

青年－伊香保

① ㈲玉樹
② 関口　征治
③ 渋川市伊香保町伊香保
④ 宿泊業

（
写
真
提
供

：

高
崎
市
箕
郷
支
所
）
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地区会だより

　
天
文
台
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
長
ら
く
使
用
す
る
こ
と
が

叶
わ
な
か
っ
た
望
遠
鏡
本
体
の

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
や
、
架
台
部

分
に
自
動
導
入
装
置
（
パ
ソ
コ

ン
上
で
見
た
い
天
体
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
自
動
的
に
導
入
で
き

る
）
を
付
加
す
る
な
ど
の
改
修

を
行
い
移
設
し
ま
し
た
。
ま

た
、
建
物
は
勾
配
緩
や
か
な
ス

ロ
ー
プ
、
段
差
を
な
く
し
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
対
応
と
し
、
望
遠

鏡
の
接
眼
部
を
延
長
す
る
装
置

（
ワ
ン
ダ
ー
ア
イ
）
を
装
備
し

て
小
さ
な
お
子
様
や
車
い
す
の

方
も
そ
の
ま
ま
星
空
を
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
倉
渕
の
美
し
い
星
空
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

　
平
成
31
年
３
月
16
日
、
「
く

ら
ぶ
ち
こ
ど
も
天
文
台
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ド
ー
ム
内
に
設
置
さ
れ
た
30

㎝
の
反
射
望
遠
鏡
は
、
昭
和
59

年
に
中
央
公
民
館
に
設
置
さ
れ

た
も
の
で
、
隣
接
す
る
少
年
科

学
館
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
天
体
観
測
ド
ー

ム
が
修
理
不
可
能
な
ほ
ど
損
傷

し
、
貴
重
な
望
遠
鏡
が
使
用
で

き
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
昨
年
倉
渕
地
域
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
倉
渕
水
沼
公

園
」
が
、
街
明
か
り
の
影
響
が

少
な
く
天
体
観
察
に
適
し
た
場

所
で
あ
り
、
ま
た
ト
イ
レ
や
駐

車
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
天
文
台
を
整
備
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

く
ら
ぶ
ち
こ
ど
も
天
文
台

倉渕

　
箕
郷
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
は
、

毎
年
７
月
の
最
終
日
曜
日
に
、

ふ
れ
あ
い
公
園
（
高
崎
市
箕
郷

町
西
明
屋
７
４
０
）
を
会
場
に

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
箕
郷
の
夏
の
風
物
詩
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
箕
郷
ふ
る

さ
と
夏
祭
り
の
目
玉
は
、
花
火

大
会
で
す
。わ
ず
か
30
分
間
で
、

間
髪
入
れ
ず
に
約
２
，
０
０
０

発
を
一
気
に
打
ち
上
げ
る
為
、

特
に
終
盤
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
の

迫
力
は
圧
巻
で
す
。
ま
た
、
会

場
周
辺
の
善
地
展
望
台
等
か
ら

は
花
火
を
見
上
げ
る
の
で
は
な

く
、
目
線
と
同
じ
よ
う
な
高
さ

で
、
花
火
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
花
火
大
会
以
外
に
も
、
日
中

は
、
地
元
消
防
団
に
よ
る
神
輿

や
自
治
会
の
山
車
が
巡
行
す
る

ほ
か
、
商
工
会
青
年
部
や
商
工

会
女
性
部
に
よ
る
売
店
や
ふ
わ

ふ
わ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ス

テ
ー
ジ
で
は
子
供
向
け
ヒ
ー

ロ
ー
シ
ョ
ー
や
地
元
有
志
に
よ

る
ダ
ン
ス
等
、
様
々
な
催
し
が

実
施
さ
れ
、
毎
年
、
多
く
の
方

で
賑
わ
い
ま
す
。
今
年
の
第
39

回
箕
郷
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
は
、

７
月
28
日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

募集代理店
 (有)井田総合ビジネス

〒370-0069 群馬県高崎市飯塚町 469-2 
〈営業時間〉祝日定休
月～土曜日　 9:00～18:00
　　　日曜日　10:00～18:00

※日曜日は月１回程度お休みをいただくことがあります

0120-0269
アフラック

-17
い～な

土日
営業

http://www.idasogo.co.jp

箕
郷
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

箕郷

す
。

　
瀧
沢
石
器
時
代
遺
跡
で
は
現

在
ま
で
に
、
縄
文
時
代
の
住
居

跡
15
軒
、
平
安
時
代
の
住
居
跡

７
軒
の
他
縄
文
時
代
後
晩
期
の

大
規
模
な
配
石
遺
構
（
環
状
列

石
）
・
中
後
期
の
集
石
遺
構
や

盛
土
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
配
石
遺
構
（
環
状
列

石
）
は
、
直
径
30
ｍ
以
上
の
大

規
模
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
環

状
列
石
の
西
端
部
で
は
大
石
棒

を
伴
う
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
石
棒
祭

祀
跡
を
中
心
に
石
棒
・
石
剣
・

土
偶
な
ど
の
祭
祀
用
具
や
石
器

が
数
多
く
発
見
さ
れ
縄
文
時
代

の
信
仰
の
姿
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　
瀧
沢
石
器
時
代
遺
跡
は
、
赤

城
山
の
西
麓
に
広
が
る
台
地
上

に
位
置
し
、
旧
石
器
・
縄
文
・

弥
生
・
古
墳
・
平
安
時
代
に
か

け
て
の
複
合
集
落
遺
跡
で
す
。

　
大
正
15
年
に
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
長
さ
１
ｍ
、
重
さ
60
㎏

を
超
え
る
大
石
棒
・
炉
跡
を
中

心
と
し
た
住
居
跡
・
配
石
遺
構

等
が
発
見
さ
れ
、
昭
和
２
年
に

は
約
13
　ha
の
用
地
が
国
指
定
史

跡
と
な
り
ま
し
た
。

　
近
く
に
、
「
湧
玉
」
と
呼
ば

れ
る
湧
水
が
あ
り
、
現
在
も
豊

富
な
水
量
を
保
っ
て
お
り
、
当

時
の
景
観
を
忍
ば
せ
て
い
ま

国
指
定
遺
跡

瀧
沢
石
器
時
代
遺
跡

赤城

大石棒（渋川市ＨＰより）

（群馬県埋蔵文化財調査事業団ＨＰより）

地区会だより
新会員・部会員紹介

①法人名　　②代表者・部会員名　　③所在地　　④業種

会社名、住所、代表者、資本金等に変更がございましたら、事務局へご一報ください。

新会員・部会員紹介

高崎

① （一財）あんしん財団群馬支局
② 石原　道浩
③ 高崎市八島町
④ 特定保険業

高崎

① ㈱エレメント電子商事
② 成田　詩郎
③ 高崎市上豊岡町
④ プリント基板製造

高崎

① ㈱佐々木工業
② 石川　岳史
③ 高崎市八幡原町
④ 建設業

高崎

① ㈱上信観光バス
② 木内　幸一
③ 高崎市芝塚町
④ 一般貸切旅客自動車運送事業

高崎

① ㈱Ｉ－ＷＯＲＫＳ
② 市野　　聡
③ 高崎市下豊岡町
④ 建設業

高崎

① ㈱ディ・アーズ
② 横尾　通世
③ 高崎市江木町
④ 小売業

安中

① 松廣工業㈱
② 松本　廣幸
③ 安中市大竹
④ 総合建設業

松井田

① ㈱ジュリン
② 宇佐美太基
③ 安中市松井田町松井田
④ 建設業

箕郷

① ホルモン まつき屋
② 近藤　貴範
③ 高崎市箕郷町西明屋
④ 飲食店

吉岡

① ㈲南風コーポレーション
② 塩野　　明
③ 北群馬郡吉岡町漆原
④ 不動産取引業

高崎

① 積水ハウス㈱群馬支店
② 関田　文夫
③ 前橋市天川大島町
④ 住宅建設販売

倉渕

① ㈱中澤設備
② 中澤　　守
③ 高崎市倉渕町権田
④ 配管工

女性－高崎

① ㈱ディ・アーズ
② 横尾　通世
③ 高崎市江木町
④ 小売業

青年－高崎

① （一財）あんしん財団群馬支局
② 石原　道浩
③ 高崎市八島町
④ 特定保険業

青年－高崎

① 積水ハウス㈱群馬支店
② 田村　　学
③ 前橋市天川大島町
④ 住宅建設販売

倉渕

① アクツエンタープライズ㈱
② 阿久津　聡
③ 高崎市倉渕町権田
④ 飲食業

青年－箕郷

① ホルモン まつき屋
② 近藤　貴範
③ 高崎市箕郷町西明屋
④ 飲食店

青年－吉岡

① ㈲石子製作所
② 石子　英樹
③ 北群馬郡吉岡町小倉
④ 製造業

青年－吉岡

① 上毛緑産工業㈱
② 髙橋　京悠
③ 北群馬郡吉岡町小倉
④ 建設業

青年－吉岡

① ㈲南風コーポレーション
② 塩野　　明
③ 北群馬郡吉岡町漆原
④ 不動産取引業

青年－箕郷

① ㈱岡田工務店
② 岡田　光正
③ 高崎市箕郷町矢原
④ 建設業

問い合わせ先
（一社）高崎法人会　事務局
〒370-0006
高崎市問屋町2-7-8 506号
電　話 027-363-4526
ＦＡＸ 027-363-4576

青年－伊香保

① ㈲玉樹
② 関口　征治
③ 渋川市伊香保町伊香保
④ 宿泊業

（
写
真
提
供

：

高
崎
市
箕
郷
支
所
）
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最近の話題から最近の話題から

　
人
材
不
足
の
影
響
も
あ
り
、

定
年
延
長
が
本
格
的
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
背
景
が

あ
る
と
し
て
も
、
高
齢
者
の
活

躍
の
場
が
用
意
さ
れ
つ
つ
あ
る

の
は
良
い
傾
向
と
思
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
や
は
り
中
々
活
動

へ
の
意
欲
喚
起
は
思
う
よ
う
に

行
か
な
い
と
い
う
の
も
実
情
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、
怪
我
し
て
寝
た
き

り
に
な
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に

足
腰
が
弱
く
な
り
、
歩
け
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
「
廃
用
症
候
群
」

と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
症
候
は

手
足
や
内
蔵
と
い
う
筋
肉
部
分

だ
け
で
な
く
、
心
の
部
分
に
も

起
き
る
の
で
す
。
意
欲
の
部
分

に
表
れ
て
意
欲
減
退
と
い
う
萎

縮
状
態
に
繋
が
る
と
、
病
気
で

な
く
て
も
一
気
に
認
知
症
へ
と

突
き
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
意

欲
喚
起
は
、
実
は
自
分
の
た
め

に
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
症
候
が
心
に
発
生

す
る
の
を
防
ぐ
対
策
を
、
３
つ

に
整
理
し
ま
し
た
。

　
１
つ
目
は
、
場
面
が
変
わ
っ

た
時
に
や
っ
て
き
ま
す
。
組
織

で
は
常
に
テ
ー
マ
が
与
え
ら

れ
、そ
れ
に
応
え
る
構
図
で
す
。

と
こ
ろ
で
延
長
後
の
場
面
に

は
、
そ
の
構
図
は
弱
い
も
の
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自
ら
テ
ー

マ
を
探
し
、
自
画
自
賛
の
構
図

が
増
え
て
く
る
も
の
で
す
。
け

れ
ど
も
人
に
は
承
認
欲
求
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
ど
う
し
て
も

活
動
に
対
す
る
外
部
反
応
が
欲

し
く
な
る
の
で
す
。
そ
れ
が
得

ら
れ
な
い
と
意
欲
減
退
へ
と
つ

な
が
り
意
欲
の
萎
縮
に
と
向

か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
そ
れ
に
は
、
意
欲
の
タ
ネ
の

見
つ
け
方
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

外
部
反
応
を
得
る
先
を
、
少
し

ず
ら
し
て
活
動
テ
ー
マ
を
「
世

の
た
め
、
人
の
た
め
」
と
い
う

目
線
で
、
自
分
の
関
心
と
繋
が

る
と
こ
ろ
か
ら
意
欲
の
タ
ネ
を

捉
え
直
し
て
く
る
の
が
有
効
で

す
。
す
る
と
、
直
裁
的
な
反
応

を
求
め
よ
う
に
も
一
気
に
活
動

の
受
け
手
は
広
が
る
一
方
、
活

動
は
自
分
の
関
心
事
項
で
も
あ

る
の
で
、
承
認
欲
求
を
抑
え
な

が
ら
の
活
動
継
続
が
容
易
に
な

り
、
意
欲
減
退
が
防
げ
ま
す
。

　
２
つ
め
は
、
体
力
低
下
の
時

で
す
。
徐
々
に
生
じ
る
体
力
低

下
は
、
す
べ
て
が
ど
う
で
も
よ

く
、
面
倒
な
気
分
に
し
て
い
き

ま
す
。
意
欲
と
体
力
は
活
動
の

両
輪
で
す
。
体
力
低
下
は
気
付

か
ぬ
う
ち
に
や
っ
て
く
る
の

で
、
こ
こ
が
認
知
症
の
発
症
の

分
か
れ
目
に
な
り
や
す
い
。
そ

れ
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
こ
の

「
面
倒
な
気
分
」
が
自
分
の
中

に
生
じ
て
い
る
か
の
自
覚
で

す
。
自
覚
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

更
に
「
世
の
た
め
、人
の
た
め
」

に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
人
間

は
目
的
達
成
欲
が
強
い
の
で
、

目
的
が
明
瞭
だ
と
「
面
倒
な
気

分
」
も
抑
え
や
す
く
な
り
、
意

欲
と
体
力
の
両
輪
保
全
も
容
易

に
な
り
ま
す
。

　
３
つ
め
は
、
費
用
対
効
果
を

考
え
出
し
た
時
で
す
。
活
動
す

れ
ば
出
費
も
し
ま
す
。
人
間
は

合
理
的
生
き
物
な
の
で
、
反
応

が
得
ら
れ
な
い
出
費
に
は
そ
の

意
義
を
求
め
た
く
な
る
の
で

す
。
こ
れ
へ
の
対
策
に
は
、
自

己
投
資
と
い
う
言
葉
も
あ
る
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。
認

知
症
予
防
の
た
め
の
、
「
自
己

投
資
」
で
す
。

　
こ
の
意
欲
喚
起
の
た
め
の
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
や
り
方
は
、

意
欲
減
退
し
て
い
る
時
な
ら
、

ど
ん
な
場
面
に
も
使
え
ま
す
。

意
欲
の
充
満
し
て
い
る
人
は
高

齢
者
で
あ
っ
て
も
、
社
会
に

と
っ
て
宝
の
山
。
社
会
の
方
か

ら
声
が
か
か
っ
た
ら
、
す
か
さ

ず
外
部
反
応
を
得
る
機
会
に
繋

げ
、
社
会
の
中
で
自
己
実
現
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

㈱
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
　
代
表

玄
間
千
映
子

 

第
二
の
人
生
と
、
自
己
実
現

　
１
９
９
９
年
以
来
19
年
間
、

日
産
の
会
長
兼
最
高
経
営
責
任

者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
を
務
め
て
き
た

カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
氏
（
64
）

が
２
０
１
８
年
11
月
19
日
、
東

京
地
検
特
捜
部
に
突
然
逮
捕
さ

れ
た
。本
人
は
容
疑
を
否
定
し
、

弁
護
団
も
保
釈
を
要
求
し
て
い

る
も
の
の
、
起
訴
さ
れ
、
証
拠

隠
滅
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、

約
３
か
月
間
東
京
拘
置
所
に
勾

留
さ
れ
て
い
る
。

　
有
価
証
券
報
告
書
に
10
～
14

年
度
分
の
報
酬
を
約
50
億
円
分

過
少
に
虚
偽
記
載
し
た
「
金
融

商
品
取
引
法
違
反
」
の
疑
い
。

12
月
10
日
、
虚
偽
記
載
は
15
～

17
年
度
分
も
追
加
、
再
逮
捕
さ

れ
、
計
約
91
億
円
に
な
っ
た
。

12
月
21
日
に
は
、
特
別
背
任
の

「
会
社
法
違
反
」
の
容
疑
も
加

わ
っ
て
、
３
度
目
の
逮
捕
と
な

り
、
19
年
１
月
11
日
に
追
起
訴

さ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
、
ゴ
ー

ン
氏
側
近
と
特
捜
部
の
間
の
、

日
本
に
導
入
さ
れ
て
間
も
な
い

「
司
法
取
引
」
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
特
別
背
任
は
、
２
０
０
８
年

の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
自

分
の
資
産
管
理
会
社
に
生
じ
た

損
失
約
18
億
５
千
万
円
の
私
的

損
害
を
日
産
に
肩
代
わ
り
さ
せ

よ
う
と
し
た
が
、
証
券
取
引
等

監
視
委
員
会
に
問
題
視
さ
れ
、

資
産
管
理
会
社
に
再
移
転
し

た
。
そ
の
際
、
信
用
保
証
に
協

力
し
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
知

人
に
日
産
の
子
会
社
「
中
東
日

産
会
社
」(

ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦)

か
ら
約
16
億
円
を
振
り
込

ま
せ
て
日
産
に
損
害
を
与
え

た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
も
本
人
は
全
面
否
認
、
特
捜

部
と
氏
は
真
っ
向
か
ら
対
立
し

て
い
る
。

　
中
東
日
産
に
は
、
２
０
０
８

年
12
月
頃
、
氏
の
指
示
で
「
Ｃ

Ｅ
Ｏ
積
立
金
」
と
呼
ば
れ
る
会

長
直
轄
の
機
密
費
が
つ
く
ら

れ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
だ
け
で

な
く
オ
マ
ー
ン
や
レ
バ
ノ
ン
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
カ
タ
ー

ル
の
会
社
に
も
約
１
１
０
億
円

近
く
が
支
出
さ
れ
た(

読
売
）。

氏
は
日
産
・
三
菱
自
動
車
が
オ

ラ
ン
ダ
に
設
立
し
た
合
弁
会
社

（
Ｎ
Ｍ
Ｂ
Ｖ
）
か
ら
も
２
０
１

８
年
４
～
11
月
分
で
非
開
示
の

報
酬
10
億
円
近
く
を
受
け
取
っ

た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
生
誕
地
の
ベ
イ

ル
ー
ト
や
幼
少
期
を
過
ご
し
た

リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
自

宅
用
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
海
外
の

子
会
社
を
通
じ
て
購
入
さ
せ
た

り
（
氏
は
フ
ラ
ン
ス
を
加
え
、

３
国
籍
を
持
つ
）、
姉
に
年
１

１
３
０
万
円
前
後
を
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
料
と
し
て
支
払
っ
た

り
、
家
族
旅
行
の
費
用
を
負
担

さ
せ
る
な
ど
、
「
会
社
の
私
物

化
」
と
思
え
る
事
例
も
多
く
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
日
産
だ
け
で
な
く
ル
ノ
ー
の

内
部
調
査
で
も
、
「
２
０
１
６

年
に
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で
自
分

の
結
婚
披
露
宴
を
開
い
た
際
、

約
６
２
０
万
円
の
ル
ノ
ー
の
資

金
を
私
的
に
流
用
し
た
疑
い
が

あ
る
」
と
、
ル
ノ
ー
で
の
不
正

疑
惑
も
２
０
１
９
年
２
月
７
日

初
め
て
認
定
さ
れ
た
。

　
逮
捕
さ
れ
て
ま
も
な
く
、
ル

ノ
ー
、
日
産
、
三
菱
自
動
車
の

「
３
社
連
合
」
の
う
ち
日
産
と

三
菱
自
動
車
は
会
長
職
と
代
表

取
締
役
を
解
任
し
た
。
ル
ノ
ー

は
留
任
さ
せ
て
い
た
が
、
２
０

１
９
年
１
月
24
日
辞
任
を
認

め
、
３
社
の
足
並
み
が
そ
ろ
っ

た
。こ
の
３
社
は
２
０
１
８
年
、

独
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
に
次

ぐ
１
０
７
５
万
台
を
販
売
、
前

年
に
続
き
世
界
第
２
位
を
占
め

て
い
る
。

　
ゴ
ー
ン
氏
は
約
２
兆
円
の
有

利
子
負
債
を
抱
え
、
倒
産
寸
前

だ
っ
た
日
産
の
「
再
建
請
負
人
」

と
し
て
入
社
、
村
山
工
場
な
ど

工
場
５
か
所
を
閉
鎖
、
２
万
１

千
人
の
人
員
削
減
な
ど
の
リ
バ

イ
バ
ル
プ
ラ
ン
を
推
し
進
め
て

赤
字
か
ら
立
て
直
し
、
「
救
世

主
」
と
讃
え
ら
れ
た
。

　
取
り
調
べ
に
弁
護
士
の
同
席

を
許
さ
ず
、
身
柄
拘
束
を
長
く

続
け
て
自
白
を
迫
る
「
人
質
司

法
」
と
酷
評
さ
れ
る
日
本
の
刑

事
司
法
制
度
に
対
し
、
欧
米
の

マ
ス
コ
ミ
の
論
調
は
厳
し
い
。

　
日
産
は
時
価
総
額
、
販
売
台

数
、
技
術
力
で
も
ル
ノ
ー
を
上

回
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
資

本
関
係
で
は
、
ル
ノ
ー
は
日
産

の
43
％
の
株
と
議
決
権
を
持
っ

て
い
る
の
に
、
日
産
は
ル
ノ
ー

の
15
％
し
か
持
た
ず
議
決
権
も

な
い
。
そ
れ
に
フ
ラ
ン
ス
政
府

は
ル
ノ
ー
の
15
％
の
株
を
持
つ

筆
頭
株
主
で
、
経
営
の
独
立
を

強
め
た
い
日
産
に
対
し
、
両
社

の
経
営
統
合
を
推
進
し
よ
う
と

し
て
い
る…

な
ど
複
雑
な
背
景

も
あ
る
。
半
年
に
わ
た
る
公
判

前
整
理
手
続
き
を
経
て
始
ま
る

公
判
は
、
ど
う
展
開
す
る
か
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

大
津
　
彬
裕

日
産
の
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
逮
捕
、
勾
留
さ
れ
、
解
・
辞
任

会
社
の
私
物
化
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２０法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３ １９法人だより ２０１９．７．１０ Ｎｏ．１７３

最近の話題から最近の話題から

　
人
材
不
足
の
影
響
も
あ
り
、

定
年
延
長
が
本
格
的
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
背
景
が

あ
る
と
し
て
も
、
高
齢
者
の
活

躍
の
場
が
用
意
さ
れ
つ
つ
あ
る

の
は
良
い
傾
向
と
思
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
や
は
り
中
々
活
動

へ
の
意
欲
喚
起
は
思
う
よ
う
に

行
か
な
い
と
い
う
の
も
実
情
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、
怪
我
し
て
寝
た
き

り
に
な
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に

足
腰
が
弱
く
な
り
、
歩
け
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
「
廃
用
症
候
群
」

と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
症
候
は

手
足
や
内
蔵
と
い
う
筋
肉
部
分

だ
け
で
な
く
、
心
の
部
分
に
も

起
き
る
の
で
す
。
意
欲
の
部
分

に
表
れ
て
意
欲
減
退
と
い
う
萎

縮
状
態
に
繋
が
る
と
、
病
気
で

な
く
て
も
一
気
に
認
知
症
へ
と

突
き
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
意

欲
喚
起
は
、
実
は
自
分
の
た
め

に
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
症
候
が
心
に
発
生

す
る
の
を
防
ぐ
対
策
を
、
３
つ

に
整
理
し
ま
し
た
。

　
１
つ
目
は
、
場
面
が
変
わ
っ

た
時
に
や
っ
て
き
ま
す
。
組
織

で
は
常
に
テ
ー
マ
が
与
え
ら

れ
、そ
れ
に
応
え
る
構
図
で
す
。

と
こ
ろ
で
延
長
後
の
場
面
に

は
、
そ
の
構
図
は
弱
い
も
の
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自
ら
テ
ー

マ
を
探
し
、
自
画
自
賛
の
構
図

が
増
え
て
く
る
も
の
で
す
。
け

れ
ど
も
人
に
は
承
認
欲
求
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
ど
う
し
て
も

活
動
に
対
す
る
外
部
反
応
が
欲

し
く
な
る
の
で
す
。
そ
れ
が
得

ら
れ
な
い
と
意
欲
減
退
へ
と
つ

な
が
り
意
欲
の
萎
縮
に
と
向

か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
そ
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
そ
れ
に
は
、
意
欲
の
タ
ネ
の

見
つ
け
方
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

外
部
反
応
を
得
る
先
を
、
少
し

ず
ら
し
て
活
動
テ
ー
マ
を
「
世

の
た
め
、
人
の
た
め
」
と
い
う

目
線
で
、
自
分
の
関
心
と
繋
が

る
と
こ
ろ
か
ら
意
欲
の
タ
ネ
を

捉
え
直
し
て
く
る
の
が
有
効
で

す
。
す
る
と
、
直
裁
的
な
反
応

を
求
め
よ
う
に
も
一
気
に
活
動

の
受
け
手
は
広
が
る
一
方
、
活

動
は
自
分
の
関
心
事
項
で
も
あ

る
の
で
、
承
認
欲
求
を
抑
え
な

が
ら
の
活
動
継
続
が
容
易
に
な

り
、
意
欲
減
退
が
防
げ
ま
す
。

　
２
つ
め
は
、
体
力
低
下
の
時

で
す
。
徐
々
に
生
じ
る
体
力
低

下
は
、
す
べ
て
が
ど
う
で
も
よ

く
、
面
倒
な
気
分
に
し
て
い
き

ま
す
。
意
欲
と
体
力
は
活
動
の

両
輪
で
す
。
体
力
低
下
は
気
付

か
ぬ
う
ち
に
や
っ
て
く
る
の

で
、
こ
こ
が
認
知
症
の
発
症
の

分
か
れ
目
に
な
り
や
す
い
。
そ

れ
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
こ
の

「
面
倒
な
気
分
」
が
自
分
の
中

に
生
じ
て
い
る
か
の
自
覚
で

す
。
自
覚
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

更
に
「
世
の
た
め
、人
の
た
め
」

に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
人
間

は
目
的
達
成
欲
が
強
い
の
で
、

目
的
が
明
瞭
だ
と
「
面
倒
な
気

分
」
も
抑
え
や
す
く
な
り
、
意

欲
と
体
力
の
両
輪
保
全
も
容
易

に
な
り
ま
す
。

　
３
つ
め
は
、
費
用
対
効
果
を

考
え
出
し
た
時
で
す
。
活
動
す

れ
ば
出
費
も
し
ま
す
。
人
間
は

合
理
的
生
き
物
な
の
で
、
反
応

が
得
ら
れ
な
い
出
費
に
は
そ
の

意
義
を
求
め
た
く
な
る
の
で

す
。
こ
れ
へ
の
対
策
に
は
、
自

己
投
資
と
い
う
言
葉
も
あ
る
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
ょ
う
。
認

知
症
予
防
の
た
め
の
、
「
自
己

投
資
」
で
す
。

　
こ
の
意
欲
喚
起
の
た
め
の
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
や
り
方
は
、

意
欲
減
退
し
て
い
る
時
な
ら
、

ど
ん
な
場
面
に
も
使
え
ま
す
。

意
欲
の
充
満
し
て
い
る
人
は
高

齢
者
で
あ
っ
て
も
、
社
会
に

と
っ
て
宝
の
山
。
社
会
の
方
か

ら
声
が
か
か
っ
た
ら
、
す
か
さ

ず
外
部
反
応
を
得
る
機
会
に
繋

げ
、
社
会
の
中
で
自
己
実
現
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

㈱
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
　
代
表

玄
間
千
映
子

 
第
二
の
人
生
と
、
自
己
実
現

　
１
９
９
９
年
以
来
19
年
間
、

日
産
の
会
長
兼
最
高
経
営
責
任

者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
を
務
め
て
き
た

カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
氏
（
64
）

が
２
０
１
８
年
11
月
19
日
、
東

京
地
検
特
捜
部
に
突
然
逮
捕
さ

れ
た
。本
人
は
容
疑
を
否
定
し
、

弁
護
団
も
保
釈
を
要
求
し
て
い

る
も
の
の
、
起
訴
さ
れ
、
証
拠

隠
滅
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、

約
３
か
月
間
東
京
拘
置
所
に
勾

留
さ
れ
て
い
る
。

　
有
価
証
券
報
告
書
に
10
～
14

年
度
分
の
報
酬
を
約
50
億
円
分

過
少
に
虚
偽
記
載
し
た
「
金
融

商
品
取
引
法
違
反
」
の
疑
い
。

12
月
10
日
、
虚
偽
記
載
は
15
～

17
年
度
分
も
追
加
、
再
逮
捕
さ

れ
、
計
約
91
億
円
に
な
っ
た
。

12
月
21
日
に
は
、
特
別
背
任
の

「
会
社
法
違
反
」
の
容
疑
も
加

わ
っ
て
、
３
度
目
の
逮
捕
と
な

り
、
19
年
１
月
11
日
に
追
起
訴

さ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
、
ゴ
ー

ン
氏
側
近
と
特
捜
部
の
間
の
、

日
本
に
導
入
さ
れ
て
間
も
な
い

「
司
法
取
引
」
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
特
別
背
任
は
、
２
０
０
８
年

の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
自

分
の
資
産
管
理
会
社
に
生
じ
た

損
失
約
18
億
５
千
万
円
の
私
的

損
害
を
日
産
に
肩
代
わ
り
さ
せ

よ
う
と
し
た
が
、
証
券
取
引
等

監
視
委
員
会
に
問
題
視
さ
れ
、

資
産
管
理
会
社
に
再
移
転
し

た
。
そ
の
際
、
信
用
保
証
に
協

力
し
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
知

人
に
日
産
の
子
会
社
「
中
東
日

産
会
社
」(

ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦)

か
ら
約
16
億
円
を
振
り
込

ま
せ
て
日
産
に
損
害
を
与
え

た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
も
本
人
は
全
面
否
認
、
特
捜

部
と
氏
は
真
っ
向
か
ら
対
立
し

て
い
る
。

　
中
東
日
産
に
は
、
２
０
０
８

年
12
月
頃
、
氏
の
指
示
で
「
Ｃ

Ｅ
Ｏ
積
立
金
」
と
呼
ば
れ
る
会

長
直
轄
の
機
密
費
が
つ
く
ら

れ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
だ
け
で

な
く
オ
マ
ー
ン
や
レ
バ
ノ
ン
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
、
カ
タ
ー

ル
の
会
社
に
も
約
１
１
０
億
円

近
く
が
支
出
さ
れ
た(

読
売
）。

氏
は
日
産
・
三
菱
自
動
車
が
オ

ラ
ン
ダ
に
設
立
し
た
合
弁
会
社

（
Ｎ
Ｍ
Ｂ
Ｖ
）
か
ら
も
２
０
１

８
年
４
～
11
月
分
で
非
開
示
の

報
酬
10
億
円
近
く
を
受
け
取
っ

た
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
生
誕
地
の
ベ
イ

ル
ー
ト
や
幼
少
期
を
過
ご
し
た

リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
自

宅
用
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
海
外
の

子
会
社
を
通
じ
て
購
入
さ
せ
た

り
（
氏
は
フ
ラ
ン
ス
を
加
え
、

３
国
籍
を
持
つ
）、
姉
に
年
１

１
３
０
万
円
前
後
を
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
料
と
し
て
支
払
っ
た

り
、
家
族
旅
行
の
費
用
を
負
担

さ
せ
る
な
ど
、
「
会
社
の
私
物

化
」
と
思
え
る
事
例
も
多
く
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
日
産
だ
け
で
な
く
ル
ノ
ー
の

内
部
調
査
で
も
、
「
２
０
１
６

年
に
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で
自
分

の
結
婚
披
露
宴
を
開
い
た
際
、

約
６
２
０
万
円
の
ル
ノ
ー
の
資

金
を
私
的
に
流
用
し
た
疑
い
が

あ
る
」
と
、
ル
ノ
ー
で
の
不
正

疑
惑
も
２
０
１
９
年
２
月
７
日

初
め
て
認
定
さ
れ
た
。

　
逮
捕
さ
れ
て
ま
も
な
く
、
ル

ノ
ー
、
日
産
、
三
菱
自
動
車
の

「
３
社
連
合
」
の
う
ち
日
産
と

三
菱
自
動
車
は
会
長
職
と
代
表

取
締
役
を
解
任
し
た
。
ル
ノ
ー

は
留
任
さ
せ
て
い
た
が
、
２
０

１
９
年
１
月
24
日
辞
任
を
認

め
、
３
社
の
足
並
み
が
そ
ろ
っ

た
。こ
の
３
社
は
２
０
１
８
年
、

独
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
に
次

ぐ
１
０
７
５
万
台
を
販
売
、
前

年
に
続
き
世
界
第
２
位
を
占
め

て
い
る
。

　
ゴ
ー
ン
氏
は
約
２
兆
円
の
有

利
子
負
債
を
抱
え
、
倒
産
寸
前

だ
っ
た
日
産
の
「
再
建
請
負
人
」

と
し
て
入
社
、
村
山
工
場
な
ど

工
場
５
か
所
を
閉
鎖
、
２
万
１

千
人
の
人
員
削
減
な
ど
の
リ
バ

イ
バ
ル
プ
ラ
ン
を
推
し
進
め
て

赤
字
か
ら
立
て
直
し
、
「
救
世

主
」
と
讃
え
ら
れ
た
。

　
取
り
調
べ
に
弁
護
士
の
同
席

を
許
さ
ず
、
身
柄
拘
束
を
長
く

続
け
て
自
白
を
迫
る
「
人
質
司

法
」
と
酷
評
さ
れ
る
日
本
の
刑

事
司
法
制
度
に
対
し
、
欧
米
の

マ
ス
コ
ミ
の
論
調
は
厳
し
い
。

　
日
産
は
時
価
総
額
、
販
売
台

数
、
技
術
力
で
も
ル
ノ
ー
を
上

回
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
資

本
関
係
で
は
、
ル
ノ
ー
は
日
産

の
43
％
の
株
と
議
決
権
を
持
っ

て
い
る
の
に
、
日
産
は
ル
ノ
ー

の
15
％
し
か
持
た
ず
議
決
権
も

な
い
。
そ
れ
に
フ
ラ
ン
ス
政
府

は
ル
ノ
ー
の
15
％
の
株
を
持
つ

筆
頭
株
主
で
、
経
営
の
独
立
を

強
め
た
い
日
産
に
対
し
、
両
社

の
経
営
統
合
を
推
進
し
よ
う
と

し
て
い
る…

な
ど
複
雑
な
背
景

も
あ
る
。
半
年
に
わ
た
る
公
判

前
整
理
手
続
き
を
経
て
始
ま
る

公
判
は
、
ど
う
展
開
す
る
か
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

大
津
　
彬
裕

日
産
の
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
逮
捕
、
勾
留
さ
れ
、
解
・
辞
任

会
社
の
私
物
化

高崎支店 027－363－4122
〒370-0841 高崎市栄町 16-11 高崎イーストタワー 13F

AFツール-2018-5408-1903006　11月16日
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税理士はあなたと企業のパートナー税理士はあなたと企業のパートナー
事業発展のお手伝いをします。

地域社会に貢献します。　秘密を守ります。

関東信越税理士会高崎支部

税理士会コーナー

　
本
年
10
月
か
ら
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。
消
費
税
に
関
す
る
相

談
は
ぜ
ひ
税
理
士
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
税
理
士
会
高
崎
支
部
で
は
平

成
31
年
４
月
以
降
も
高
崎
市
役

所
を
は
じ
め
と
し
て
、
渋
川
市

役
所
、
安
中
市
役
所
、
吉
岡
町

役
場
、
榛
東
村
役
場
並
び
に
各

市
町
村
の
支
所
等
に
お
い
て
、

無
料
税
務
相
談
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
日
程
は

下
記
の
日
程
表
ま
た
は
各
市
町

村
広
報
誌
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
税
理
士
は
、
税
務
に
関
す
る

専
門
家
と
し
て
、
独
立
し
た
公

正
な
立
場
に
お
い
て
、
申
告
納

税
制
度
の
理
念
に
沿
っ
て
、
納

税
義
務
者
の
信
頼
に
こ
た
え
、

租
税
に
関
す
る
法
令
に
規
定
さ

れ
た
納
税
義
務
の
適
正
な
実
現

を
図
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い

ま
す
。

　
税
理
士
業
務
は
、
有
償
・
無

償
を
問
わ
ず
、
税
理
士
又
は
税

理
士
法
人
以
外
の
者
が
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
注
）

　
と
こ
ろ
が
、
毎
年
、
税
理
士

で
な
い
〝無
資
格
者〟
に
よ
っ
て
、

不
適
正
な
申
告
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
多
く
の
方
々
が
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
税

理
士
は
「
税
理
士
証
票
」
を
携

行
し
、「
バ
ッ
ジ
（
税
理
士
会

員
章
）」
を
着
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
税
理
士
は
、
必
ず
税

理
士
会
に
所
属
し
、
日
本
税
理

士
会
連
合
会
に
備
え
る
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
税
理
士
を
お
探
し
の
場
合

は
、
日
本
税
理
士
会
連
合
会
が

管
理
・
運
営
す
る
税
理
士
情
報

検
索
サ
イ
ト
【https://www.

z
e
i
r
i
s
h
i
k
e
n
s
a
k
u
.
j
p
/

】
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
存
在
す
る
種
々
の
税
理
士
紹

介
サ
イ
ト
は
日
本
税
理
士
会
連

合
会
と
は
一
切
関
係
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、ご
留
意
く
だ
さ
い
。

税理士会

税
理
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

関
東
信
越
税
理
士
会

　高
崎
支
部 

会
報
部
長

林

　
　
　克

　俊

無
料
相
談
所
の
開
設

に
せ
税
理
士
に

　
　
　

　
　ご
注
意
く
だ
さ
い

相
談
所
開
設
時
間
は
高
崎
本

庁
、
安
中
市
・
松
井
田
支
所
、

渋
川
市
、
吉
岡
町
、
榛
東
村

は
13
時
～
16
時
。
高
崎
市
の

榛
名
・
箕
郷
・
群
馬
・
新
町
・

吉
井
支
所
は
13
時
30
分
～
16

時
30
分
、
倉
渕
は
13
時
30
分

～
15
時
30
分

（
注
）…

弁
護
士
（
弁
護
士

法
人
）
は
、
所
属
弁
護
士
会

を
経
由
し
て
国
税
局
長
に
業

務
を
行
う
旨
を
通
知
す
る
こ

と
に
よ
り
、
税
理
士
業
務
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

「税理士会員章」

市 町 村
支 所 名

2019年

2020年

４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月

本庁
16日
21日
18日
16日
20日
17日
15日
19日
17日
21日
18日
17日

榛名

17日
21日
19日

倉渕

３日

17日

３日

箕郷

11日

10日

10日

群馬

７日

６日

６日

新町

４日
25日

４日

吉井

５日

４日

４日

本庁

22日
19日
11日
22日
19日
16日
14日

11日・12日 

本庁
４日
９日
６日
４日
８日
５日
８日
７日
５日

松井田

16日

21日

16日

吉岡町

18日

18日

15日

榛東村

27日

29日

17日

安 中 市渋川市高 崎 市

相談所開設時間は高崎本庁、安中市、渋川市、榛東村は13時～16時、高崎市の倉渕支所は、13時30分～15時30分
高崎市の榛名、箕郷、群馬、新町、吉井支所は13時30分～16時30分、吉岡町は13時30分～16時

税理士会コーナー

１
．
は
じ
め
に

　
賃
上
げ
を
行
う
企
業
を
支
援

す
る
目
的
で
創
設
さ
れ
た
所
得

拡
大
促
進
税
制
が
今
回
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
新
制
度
は
平
成
30

年
４
月
１
日
以
降
開
始
す
る
事

業
年
度
よ
り
適
用
で
き
ま
す
。

新
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
き
ま
す
。

２
．
中
小
企
業
向
け

所
得
拡
大
促
進
税
制

　
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
中

小
企
業
者
等
（
資
本
金
又
は
出

資
金
の
額
が
１
億
円
以
下
の
法

人
で
、
発
行
済
株
式
又
は
出
資

の
う
ち
過
半
数
を
大
規
模
な
法

人
に
持
た
れ
て
い
な
い
等
一
定

の
条
件
を
満
た
す
法
人
等
を
い

い
ま
す
。）
が
、
従
業
員
に
支

給
す
る
給
与
を
前
年
度
よ
り
増

加
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
と
き

は
、
支
給
し
た
給
与
総
額
の
う

ち
前
年
度
よ
り
増
加
し
た
部
分

の
金
額
の
15
％
を
法
人
税
の
額

か
ら
控
除
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合

に
は
、
25
％
を
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
税
額

控
除
は
法
人
税
額
の
20
％
が
上

限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
15
％
の
税
額
控
除
を
受
け
る

場
合
に
は
、
継
続
雇
用
者
（
今

年
度
と
前
年
度
の
２
年
間
、
毎

月
給
与
の
支
給
を
受
け
て
い

て
、
雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険

者
で
あ
る
等
の
要
件
を
満
た
す

従
業
員
を
い
い
ま
す
。よ
っ
て
、

例
え
ば
中
途
入
社
や
退
職
し
た

従
業
員
は
除
か
れ
ま
す
。）
に

支
給
し
た
給
与
に
つ
い
て
、
今

年
度
の
支
給
額
が
前
年
度
の
支

給
額
よ
り
も
１
・
５
％
以
上
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

25
％
の
税
額
控
除
を
受
け
る
場

合
に
は
、
今
年
度
の
継
続
雇
用

者
に
対
す
る
給
与
支
給
額
が
前

年
度
の
支
給
額
よ
り
も
２
・

５
％
以
上
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
必
須
で
、
さ
ら
に
、
今
年
度

の
教
育
訓
練
費
の
額
が
前
年
度

よ
り
も
10
％
以
上
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
又
は
今
年
度
末
ま
で

に
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
の

経
営
力
向
上
計
画
の
認
定
を
受

け
、
確
実
に
経
営
力
向
上
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
を
満
た

す
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

３
．
大
企
業
向
け

所
得
拡
大
促
進
税
制

　
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
中

小
企
業
者
で
な
い
法
人
が
、
従

業
員
に
支
給
す
る
給
与
を
前
年

度
よ
り
増
加
さ
せ
た
場
合
に
お

い
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
と
き
は
、
支
給
し
た
給
与
総

額
の
う
ち
前
年
度
よ
り
増
加
し

た
部
分
の
金
額
の
15
％
を
法
人

税
の
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
場
合
に
は
、
20
％
を
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

税
額
控
除
は
法
人
税
額
の
20
％

が
上
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
15
％
の
税
額
控
除
を
受
け
る

場
合
に
は
、
継
続
雇
用
者
に
支

給
し
た
給
与
に
つ
い
て
、
今
年

度
の
支
給
額
が
前
年
度
の
支
給

額
よ
り
も
３
％
以
上
増
加
し
て

い
る
こ
と
と
、
設
備
投
資
を

行
っ
て
い
る
こ
と
（
今
年
度
の

国
内
設
備
投
資
額
が
今
年
度
の

減
価
償
却
費
の
90
％
以
上
で
あ

る
こ
と
）
の
２
つ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
20
％
の
税
額
控
除

を
受
け
る
場
合
に
は
、
前
述
の

２
つ
の
要
件
に
加
え
て
、
今
年

度
の
教
育
訓
練
費
の
額
が
過
去

２
年
間
の
教
育
訓
練
費
の
額
の

平
均
値
よ
り
も
20
％
以
上
増
加

し
て
い
る
こ
と
の
３
つ
の
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
企
業
向
け
の
制
度
は
、
中
小

企
業
向
け
の
制
度
に
比
べ
る
と

要
件
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。

４
．
お
わ
り
に

　
所
得
拡
大
促
進
税
制
は
法
人

の
規
模
に
よ
り
税
額
控
除
で
き

る
た
め
の
要
件
が
異
な
り
ま
す

が
、
改
正
に
よ
り
要
件
の
判
定

も
簡
素
化
さ
れ
、
適
用
し
や
す

く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
細
部
ま
で
は
ご
説
明
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ぜ
ひ
本
制
度

の
ご
活
用
を
検
討
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

話

経 営 寸シリーズ

関東信越税理士会　高崎支部　税理士　  臼田　　潤

「所得拡大促進税制について」

２２
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税理士はあなたと企業のパートナー税理士はあなたと企業のパートナー
事業発展のお手伝いをします。

地域社会に貢献します。　秘密を守ります。

関東信越税理士会高崎支部

税理士会コーナー

　
本
年
10
月
か
ら
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
る
予

定
で
す
。
消
費
税
に
関
す
る
相

談
は
ぜ
ひ
税
理
士
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
税
理
士
会
高
崎
支
部
で
は
平

成
31
年
４
月
以
降
も
高
崎
市
役

所
を
は
じ
め
と
し
て
、
渋
川
市

役
所
、
安
中
市
役
所
、
吉
岡
町

役
場
、
榛
東
村
役
場
並
び
に
各

市
町
村
の
支
所
等
に
お
い
て
、

無
料
税
務
相
談
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
日
程
は

下
記
の
日
程
表
ま
た
は
各
市
町

村
広
報
誌
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
税
理
士
は
、
税
務
に
関
す
る

専
門
家
と
し
て
、
独
立
し
た
公

正
な
立
場
に
お
い
て
、
申
告
納

税
制
度
の
理
念
に
沿
っ
て
、
納

税
義
務
者
の
信
頼
に
こ
た
え
、

租
税
に
関
す
る
法
令
に
規
定
さ

れ
た
納
税
義
務
の
適
正
な
実
現

を
図
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い

ま
す
。

　
税
理
士
業
務
は
、
有
償
・
無

償
を
問
わ
ず
、
税
理
士
又
は
税

理
士
法
人
以
外
の
者
が
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。（
注
）

　
と
こ
ろ
が
、
毎
年
、
税
理
士

で
な
い
〝無
資
格
者〟
に
よ
っ
て
、

不
適
正
な
申
告
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
多
く
の
方
々
が
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
税

理
士
は
「
税
理
士
証
票
」
を
携

行
し
、「
バ
ッ
ジ
（
税
理
士
会

員
章
）」
を
着
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
税
理
士
は
、
必
ず
税

理
士
会
に
所
属
し
、
日
本
税
理

士
会
連
合
会
に
備
え
る
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
税
理
士
を
お
探
し
の
場
合

は
、
日
本
税
理
士
会
連
合
会
が

管
理
・
運
営
す
る
税
理
士
情
報

検
索
サ
イ
ト
【https://www.

z
e
i
r
i
s
h
i
k
e
n
s
a
k
u
.
j
p
/

】
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
存
在
す
る
種
々
の
税
理
士
紹

介
サ
イ
ト
は
日
本
税
理
士
会
連

合
会
と
は
一
切
関
係
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、ご
留
意
く
だ
さ
い
。

税理士会

税
理
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

関
東
信
越
税
理
士
会

　高
崎
支
部 

会
報
部
長

林

　
　
　克

　俊

無
料
相
談
所
の
開
設

に
せ
税
理
士
に

　
　
　

　
　ご
注
意
く
だ
さ
い

相
談
所
開
設
時
間
は
高
崎
本

庁
、
安
中
市
・
松
井
田
支
所
、

渋
川
市
、
吉
岡
町
、
榛
東
村

は
13
時
～
16
時
。
高
崎
市
の

榛
名
・
箕
郷
・
群
馬
・
新
町
・

吉
井
支
所
は
13
時
30
分
～
16

時
30
分
、
倉
渕
は
13
時
30
分

～
15
時
30
分

（
注
）…

弁
護
士
（
弁
護
士

法
人
）
は
、
所
属
弁
護
士
会

を
経
由
し
て
国
税
局
長
に
業

務
を
行
う
旨
を
通
知
す
る
こ

と
に
よ
り
、
税
理
士
業
務
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

「税理士会員章」

市 町 村
支 所 名

2019年

2020年

４月
５月
６月
７月
８月
９月
10月
11月
12月
１月
２月
３月

本庁
16日
21日
18日
16日
20日
17日
15日
19日
17日
21日
18日
17日

榛名

17日
21日
19日

倉渕

３日

17日

３日

箕郷

11日

10日

10日

群馬

７日

６日

６日

新町

４日
25日

４日

吉井

５日

４日

４日

本庁

22日
19日
11日
22日
19日
16日
14日

11日・12日 

本庁
４日
９日
６日
４日
８日
５日
８日
７日
５日

松井田

16日

21日

16日

吉岡町

18日

18日

15日

榛東村

27日

29日

17日

安 中 市渋川市高 崎 市

相談所開設時間は高崎本庁、安中市、渋川市、榛東村は13時～16時、高崎市の倉渕支所は、13時30分～15時30分
高崎市の榛名、箕郷、群馬、新町、吉井支所は13時30分～16時30分、吉岡町は13時30分～16時

税理士会コーナー

１
．
は
じ
め
に

　
賃
上
げ
を
行
う
企
業
を
支
援

す
る
目
的
で
創
設
さ
れ
た
所
得

拡
大
促
進
税
制
が
今
回
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
新
制
度
は
平
成
30

年
４
月
１
日
以
降
開
始
す
る
事

業
年
度
よ
り
適
用
で
き
ま
す
。

新
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
き
ま
す
。

２
．
中
小
企
業
向
け

所
得
拡
大
促
進
税
制

　
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
中

小
企
業
者
等
（
資
本
金
又
は
出

資
金
の
額
が
１
億
円
以
下
の
法

人
で
、
発
行
済
株
式
又
は
出
資

の
う
ち
過
半
数
を
大
規
模
な
法

人
に
持
た
れ
て
い
な
い
等
一
定

の
条
件
を
満
た
す
法
人
等
を
い

い
ま
す
。）
が
、
従
業
員
に
支

給
す
る
給
与
を
前
年
度
よ
り
増

加
さ
せ
た
場
合
に
お
い
て
、
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
と
き

は
、
支
給
し
た
給
与
総
額
の
う

ち
前
年
度
よ
り
増
加
し
た
部
分

の
金
額
の
15
％
を
法
人
税
の
額

か
ら
控
除
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合

に
は
、
25
％
を
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
税
額

控
除
は
法
人
税
額
の
20
％
が
上

限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
15
％
の
税
額
控
除
を
受
け
る

場
合
に
は
、
継
続
雇
用
者
（
今

年
度
と
前
年
度
の
２
年
間
、
毎

月
給
与
の
支
給
を
受
け
て
い

て
、
雇
用
保
険
の
一
般
被
保
険

者
で
あ
る
等
の
要
件
を
満
た
す

従
業
員
を
い
い
ま
す
。よ
っ
て
、

例
え
ば
中
途
入
社
や
退
職
し
た

従
業
員
は
除
か
れ
ま
す
。）
に

支
給
し
た
給
与
に
つ
い
て
、
今

年
度
の
支
給
額
が
前
年
度
の
支

給
額
よ
り
も
１
・
５
％
以
上
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
要
件
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

25
％
の
税
額
控
除
を
受
け
る
場

合
に
は
、
今
年
度
の
継
続
雇
用

者
に
対
す
る
給
与
支
給
額
が
前

年
度
の
支
給
額
よ
り
も
２
・

５
％
以
上
増
加
し
て
い
る
こ
と

が
必
須
で
、
さ
ら
に
、
今
年
度

の
教
育
訓
練
費
の
額
が
前
年
度

よ
り
も
10
％
以
上
増
加
し
て
い

る
こ
と
、
又
は
今
年
度
末
ま
で

に
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
の

経
営
力
向
上
計
画
の
認
定
を
受

け
、
確
実
に
経
営
力
向
上
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
の
い
ず
れ
か
を
満
た

す
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

３
．
大
企
業
向
け

所
得
拡
大
促
進
税
制

　
青
色
申
告
書
を
提
出
す
る
中

小
企
業
者
で
な
い
法
人
が
、
従

業
員
に
支
給
す
る
給
与
を
前
年

度
よ
り
増
加
さ
せ
た
場
合
に
お

い
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
と
き
は
、
支
給
し
た
給
与
総

額
の
う
ち
前
年
度
よ
り
増
加
し

た
部
分
の
金
額
の
15
％
を
法
人

税
の
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
場
合
に
は
、
20
％
を
控
除
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

税
額
控
除
は
法
人
税
額
の
20
％

が
上
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
15
％
の
税
額
控
除
を
受
け
る

場
合
に
は
、
継
続
雇
用
者
に
支

給
し
た
給
与
に
つ
い
て
、
今
年

度
の
支
給
額
が
前
年
度
の
支
給

額
よ
り
も
３
％
以
上
増
加
し
て

い
る
こ
と
と
、
設
備
投
資
を

行
っ
て
い
る
こ
と
（
今
年
度
の

国
内
設
備
投
資
額
が
今
年
度
の

減
価
償
却
費
の
90
％
以
上
で
あ

る
こ
と
）
の
２
つ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
20
％
の
税
額
控
除

を
受
け
る
場
合
に
は
、
前
述
の

２
つ
の
要
件
に
加
え
て
、
今
年

度
の
教
育
訓
練
費
の
額
が
過
去

２
年
間
の
教
育
訓
練
費
の
額
の

平
均
値
よ
り
も
20
％
以
上
増
加

し
て
い
る
こ
と
の
３
つ
の
要
件

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
企
業
向
け
の
制
度
は
、
中
小

企
業
向
け
の
制
度
に
比
べ
る
と

要
件
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。

４
．
お
わ
り
に

　
所
得
拡
大
促
進
税
制
は
法
人

の
規
模
に
よ
り
税
額
控
除
で
き

る
た
め
の
要
件
が
異
な
り
ま
す

が
、
改
正
に
よ
り
要
件
の
判
定

も
簡
素
化
さ
れ
、
適
用
し
や
す

く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
細
部
ま
で
は
ご
説
明
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
ぜ
ひ
本
制
度

の
ご
活
用
を
検
討
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

話

経 営 寸シリーズ

関東信越税理士会　高崎支部　税理士　  臼田　　潤

「所得拡大促進税制について」

２２
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税務署コーナー 税務署コーナー

＼キャッシュレスでの支払いに対して／

ポイント還元を
実施します！

《キャッシュレス・消費者還元事業》

2019年10月1日～2020年6月

中小・小規模事業者向け

実 施 期 間

【制度概要】

□　10 月１日以降、対象の店舗でキャッシュレス支払いを

した方にはポイント還元等を実施。

□　対象店舗への、キャッシュレス決済の導入を支援。

中小・小規模事業者の皆様を支援します！

対象キャッシュレス手段

電子的に繰り返し利用できる決済手段
（例：クレジットカード、電子マネーＱＲコード等幅広く対象）

決済導入支援

事業者の皆様に端末導入の

ご負担はありません！

制度を使えば

決済手数料 3.25％以下！
更に実施期間中は国がその 1/3 を補助。

✓

✓

キャッシュレス・消費者還元事業の

メリット

メリット

１
メリット

２

メリット

３
メリット

４

今なら端末導入の
ご負担なし！
端末本体と設置費用などが無料。

決済手数料
3.25％以下！

消費者還元で
集客力ＵＰ！

レジ締め・現金
取扱いコストを省いて
業務効率化！

決済事業者が

プランを提示

その中からの望ましいプランを

選択して申込み

通常より

簡単に契約が

できます！

４月から対象店舗の登録開始！

※一部、対象外となる取引や業種があります。

お問合せ先

ポイント還元問合せ窓口（中小・小規模事業者向け）

0570-000655
受付時間：平日10：00～18：00（土・日・祝日を除く）

※一般電話からは市内通話料金で

ご利用いただけます。

本制度の詳細については、ホームページに掲載予定！

https://cashless.go.jp
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消費税期限内納付

表紙説明表紙説明表紙説明
新町七夕まつり＆オトナヨミセ

　昭和40年代、新町地域全体で行っていた
「七夕まつり」でしたが、昭和50年代に入っ
て銀座通り商店会が「新町銀座通り七夕まつ
り」として規模は縮小となりましたが継承し
てまいりました。
　平成22年度から銀座通り商店会と駅前通り
商店会が共同事業で「新町七夕まつり」とし
て開催するようになり、さらに、平成25年度
は、新町駅前銀座商店会と八幡商店会の合併
もあり益々パワーアップした七夕まつり事業
を展開しております。
　また、平成24年度からは、上武大学の学生ボ
ランティアが事業運営に加わり、七夕まつりの
裏方として大きな支えとなっております。
　また、同日の七夕まつり終了後からは同所
で高崎市新町商工会青年部主催の「オトナヨ
ミセ」が引き続き開催され、複合イベントと
して拡大発展しているところであります。

詳しくは　↓
http://www.shinmachi.or.jp/events/starfes-
tival/StarFestival.html

（オレンジ）

決算説明会
出　席　証

（イエロー）

研　修　会
出　席　証

会 員 証

（ブルー）

・法人会会員証シール
・研修会出席証シール のご案内

　高崎法人会は税務署の協力団体として、適正な申告・

納税に向け、各種活動を行っております。

　このシールは、法人会の会員の証明及び、会員企業が

税務説明会・研修事業に出席した証明となるものです。

　このことにより、会員企業の地位向上を目指します。

今年度の会員証シールは別途郵送いたします。

≪書類を提出し申告される皆様へ≫

◆法人会会員証シール

◆研修会出席証シール

左下の小さなシールを「法人税確定申告書（別表１)」

の青い用紙 1枚目に貼付してご利用ください。

※研修会出席証シールには「決算説明会出席証」と「研

修会出席証」があります。

≪イータックスで申告される皆様へ≫
「シール貼付はがき」について

　税務署提出用の各種シール貼付はがきを、別途郵送さ

せていただきますので、ご利用いただければ幸いです。

ご不明な点等ございましたら、事務局ま
でお問い合せください。

一般社団法人高崎法人会事務局
電話027-363-4526 

《シール貼付はがき》
切取ってご利用ください

令和元年度定時総会結果並びに
令和元年度年会費について

自動振替で会費を納入
頂いている皆様へ

振替日変更のお知らせ

平成 27年度から振替日が変更となっております。

旧）７月１５日

新）７月２２日
※土日祝日の場合は翌営業日

税務署コーナー

キャッシュレス決済端末の

支援について
《軽減税率対策補助金とキャッシュレス・消費者還元事業の比較》

軽減税率対策補助金 キャッシュレス・消費者還元事業

本制度は、飲食料品等を扱う中小・小規模事業者の軽減

税率対応を支援する目的から、複数税率対応のレジと

併せて、付属機器として決済端末等を導入する際に係る

費用を補助することとしている。

本制度は、消費税率引上げ後の消費喚起と中小・小規模

事業者のキャッシュレス化を推進する目的から、決済

手数料の補助に加えて、キャッシュレス決済端末の導入に

係る費用を幅広く補助することとしている。

①複数税率対応のレジ本体

②レジに付属する機器

（決済端末を含む）

③設置に要する経費

①キャッシュレス決済端末

②決済端末の利用に必要な付属機器

③システム利用料、設置費用等

④タブレット、スマートフォン等

必要な経費の1/4を

中小・小規模事業者が負担、

残りの3/4を国が補助

中小・小規模事業者が購入するもの 本制度に参加する各決済事業者が提供するもの

自己負担なし

飲食料品等を販売し
軽減税率対応が
必要な事業者

軽減税率の対象となる
飲食料品等を

販売していない事業者

複数税率対応のレジを
導入したい場合

複数税率対応のレジに併せて
キャッシュレス決済端末等も

導入したい場合
キャッシュレス決済端末等を導入したい場合

軽減税率対策
補助金を活用

軽減税率対策補助金を活用 キャッシュレス・消費者還元事業を活用

レジの導入 レジの導入 キャッシュレス決済端末等の導入 キャッシュレス決済端末等の導入

どちらの補助制度を

活用するかを選択

中小・小規模店舗

レジ本体
レジ本体＋

決済端末等（付属機器）
決済端末等

費用の1/4が自己負担

（3/4を国が補助）

費用の1/4が自己負担

（3/4を国が補助）

※本制度に参加する各決済事業者が提供するもの

※補助期間終了後も契約を継続する場合は、決済端末等も引き続き利用可能

自己負担なし
（国が費用の2/3負担、決済事業者が費用の1/3負担）

制 度 概 要

制度の活用パターン
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